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序

土浦市は、霞ヶ浦や桜川など豊富な水資源に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところでありまし

た。そのため市内には、集落跡や貝塚、古墳など数多くの遺跡が存在しています。これらの遺跡は、当時の人々

の生活や環境を知る手掛かりとなります。また、現代に生きる私たちが、豊かな生活を送ることのできる先人

の業績でもあります。

このような貴重な文化財を保護し後世に伝えることは、私たちの重要な任務であり、また、郷土の発展のた

めに大切なことであります。

この度、上坂田地区と下坂田地区において大規模な畑地帯総合整備事業が計画され、今年度は下坂田中台遺

跡と下坂田貝塚、坂田台山古墳群の記録保存を目的とした発掘調査が行われました。

調査の結果は本文に記載されているとおりですが、土浦の古代の解明に役立つことができれば幸いです。

最後になりましたが、調査から報告書刊行にあたり、関係者の皆様のご協力とご支援に対し厚く御礼を申し

上げます。

平成25年3月

土浦市教育委員会

教育長井坂隆
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例日

1. 本書は、土浦市坂田地区畑地帯総合整備事業に伴う坂田台山古墳群・下坂田中台遺跡・下坂田貝塚の発掘

調査報告書である。

2. 調査は、土浦市より委託契約を受けた有限会社毛野考古学研究所が実施した。

3. 調査については、土浦市教育委員会の指導の下に行った。

4.遺跡の所在地・調査面積・調査期間等は下記の通りである。

所在地茨城県土浦市下坂田 1467番地外

調査面積 2760ぱ

調査期間平成23年 12月14日～平成 24年3月21日

調査指導比毛君男（土浦市教育委員会）

調査担当 柴田洋孝（有限会社毛野考古学研究所）

調査作業員市村浩男江口弥男榎戸洋子遠藤幸子大沼義則表豊加藤通紀清原卓

小角みや子相良麻美下山豊二寺崎清次萩原和宏針ケ谷紀夫平林敬子

宮本富夫矢口克（50音）｜｜買）

5. 整理期間と整理従事者は以下の通りである。

整理期間平成24年 10月6日～平成 24年3月8日

整理作業員荒井佳子石山亜希子大滝千晶鬼山由子木村宏次菅谷万須美仙波菜津美

高橋真弓土井航平成田恵美根本正子

6.本書の原稿執筆分担は以下の通りである。

第l章第 1節を比毛、第 1章第2節～第7章を柴田が担当した。

7. 住居跡出土遺物の写真撮影は有山径世（毛野考古学研究所）、その他は柴田が担当した。

8. 本遺跡から出土した貝・獣骨類の分類作業は常深尚（毛野考古学研究所）が担当した。

9. 発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の方々、諸機関より御教示・御協力を賜った。記して謝意を

表す次第である。（敬称略）

茨城県教育委員会文化課茨城県県南農林事務所 国立歴史民俗博物館常洋建設工業株式会社

坂田地区県営畑地帯総合土地改良事業実施協議会 土浦市産業部耕地課

独立行政法人産業技術総合研究所地質標本館 公益財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

富山市教育委員会埋蔵文化財センター 魚津市教育委員会

青木正博斎藤弘道下川浩一高山茂樹納屋内高史西本豊弘町田賢一

10. 本報告書に関わる出土品および記録図面・写真などは、一括して上高津貝塚ふるさと歴史の広場で保管し

ている。

凡例

1. 本書に記している座標値は、世界測地系に基づく。挿図のうち、平面図の方位は座標北を、土層断面図

の水準高の数値は海抜標高を示す。

2. 出土遺物の注記で使用した遺構の略号は以下の通りである。

s I：竪穴住居跡 s D：溝 s K：土坑 s E：井戸 s B：掘立柱建物跡 s Z：周溝貝：貝塚

s x：性格不明遺構 P：ビット K ：カクラン

3. 遺構平面図・断面図の縮尺は 1/30・1/60・1/150・1/200、遺物実測図の縮尺について土器は 1/3、土製

品は 1I 1・1/2・1/3、石製品は 1I 1・1I 3、貝製品・骨角器は 1/1・1/2・1/3にて掲載

し、スケールを明示している。また、遺物写真は遺物実測図とほぼ同縮尺である。

4. 観察表における（ ）は推定値を、〈 〉は残存値を示す。

5.各遺構番号は調査区ごとに振り分けを行い、本報告書においても一部を除き調査時の番号のまま報告して

いる。なお、下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区における 12号住居跡、 4・17号土坑、 2・13～ 15・25・

26・28号ピット、下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区における 3・9. 23号ビットは欠番となっている。

6. 遺構図中における協議務援護務多額は炭化物を、騒緩謬議翻は焼土を、｜三三三戸：：：九三｜は硬化面（柱あたり）を、

mi~ ！~！~！~ i ~ ；~！ ~1~ ： ~ ;iは貝を示す。

7. 遺物実測図中における｜ ～ ｜は黒色処理を、襲撃襲撃重量は赤彩を、観鱗繍は油煙を、

置圃睡園置は鉄粕を、際議騒議趨は被熱を、 uL::;·i~t:@;;;;@,rm?:il は繊維を示す。

8. 本書中の色調に関する表現は、『新版標準土色帖（農林水産技術会議事務局監修2002年版）』に従った。

9. 引用・参考文献は一括して文末に記した。
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第 1章調査に至る経緯と経過

第l節調査に至る経緯

1995 （平成7）年2月、新治村（当時）教育委員会教育長宛に茨城県土浦土地改良事務所から、下坂田・上

坂田の台地上縁辺部にかけて県営畑地帯総合土地改良事業を計画しており、その予定地内の埋蔵文化財の有無

について照会が提出された。現地踏査を行ったところ、包蔵地・貝塚・古墳群の存在が確認されたため、試掘

確認調査が必要である旨を回答した。 2002（平成 14）年8月、茨城県土浦土地改良事務所から、埋蔵文化財

の有無と遺跡が存在した場合の取扱についての照会が提出された。

2006 （平成 18）年 2月に新治村が土浦市と合併すると、当事業は計画が具体化し、同年 6月に土浦市教育

委員会は全域の現地踏査を行った。 2008（平成 20）年 3月には、赤弥堂遺跡の西側から事業区域西端の坂田

峯の台古墳群にかけて、事業区域内全体に試掘確認調査を行った。これら試掘確認調査の結果をもとに、土浦

市教育委員会は茨城県土浦土地改良事務所・土浦市産業部耕地課と協議を継続し、道路建設対象箇所に対して

記録保存のための発掘調査を行うことで合意した。 2008（平成 20）年 3月25日、茨城県知事と土浦市長との

間で坂田地区の埋蔵文化財取扱全般に関する覚書を締結。 2011（平成 23）年度は、事業地のほぼ中央にあた

る下坂田中台遺跡・下坂田貝塚・坂田台山古墳群と、事業地の東端にあたる下坂田塙台遺跡・坂田塙台古墳群

の2地点の発掘調査を実施しており、当報告書は前者分に当たっている。

今回の調査に関する文化財保護法関連の手続は、 2008（平成 20）年6月17日付けで茨城県土浦土地改良事

務所長（呼称は当時）より当事業全体に関する埋蔵文化財の発掘の通知（文化財保護法第 94条）が土浦市教

育委員会に提出され、 6月27日付けで茨城県教育長宛に進達した。調査年度の 2011（平成 23）年度には、一

部道路の線形変更があったため、これにつき平成 23年9月6日付けで茨城県南農林事務所長より埋蔵文化財

の発掘の通知が土浦市教育委員会に提出され、 9月29日付けで茨城県教育長宛に進達した。発掘調査は有限

会社毛野考古学研究所が実施することとなり、埋蔵文化財発掘調査の届出（文化財保護法第 92条）を、 9月

30日付けで茨城県教育委員会教育長宛に進達した。 11月10日付けで茨城県教育長より埋蔵文化財発掘調査の

通知を受けている。なお、平成 24年3月29日付けで発掘調査の終了確認依頼の進達を行い、同年3月31日

付けで茨城県教育委員会教育長より終了確認の通知を受けた。

第2節調査の経過

発掘調査は平成 23年 12月14日～平成 24年3月21日まで、整理作業は平成 24年 10月6日～平成 25年3

月8日まで、行った。経過は以下の通りである。

平成 23年 12月期：プレハブ・簡易トイレ・発掘器材の搬入。坂田台山古墳群から調査を開始する。また、

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区（以下 l区）の表土除去も一部行う。坂田台山古墳群における調査は 28日

で終了。平成24年1月期： l区の調査を開始。住居・土坑を複数確認。調査区の西端で地点貝塚を確認。工

事の進捗状況に伴い、終了した区域から部分的に明け渡しを行う。 2月期：下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区

（以下2区）の重機掘削を行う。 3月期： 2区の調査を開始。土坑とビットを多数検出した。 l区の調査は 13

日で、 2区の調査は 16日で終了。 21日、発掘器材の撤収を行い、全ての発掘調査業務は終了となる。

平成24年 10月期：遺物の洗浄作業を開始し、洗浄終了したものから注記作業を行う。遺構平面図・セクショ

ン図のデジタルトレースを行う。 11月期：遺物の接合作業を開始。 12月期：遺物の写真撮影・実測作業を開

始する。平成25年1月期：ヲ｜き続き遺物の実測作業を行い、中旬に終了。遺物実測図のデジタルトレース作

業を開始し、 1月中に終了。 2月期：図版の版組み・原稿作成・編集作業を行い、中旬に入稿。 3月期：報告

書を刊行し、教育委員会に納品する。



第2章遺跡の位置と環境

第 l節 遺跡の位置と地理的環境（第 l図）

坂田台山古墳群 ・下坂田中台遺跡 －下坂田貝塚は、現在土浦市下坂田に所在しているが、 2006年の合併以

前は新治郡新治村の所在であった。土浦市は茨城県の南部に位置し、 北は石岡市、西はつくば市、 東はかすみ

がうら市、 南は牛久市 ・稲敷郡阿見町と接し、 北西には筑波山を望むことができる。

土浦市の中央部には桜川が霞ヶ浦に向かつて流れ、河口部は土浦入りを形成している。土浦市はこの桜川を

境に、左岸は新治台地、右岸は筑波・稲敷台地が広がり、桜川の周囲は低地 （幅2～ 3km）となっている。本

遺跡は桜川の左岸である新治台地の縁辺部 （標高 28～ 29m）に位置している。

土浦市を含む霞ヶ浦周辺の地形の形成は今から約 30,000年前までさかのぼると考えられ、古鬼怒川によっ

て形成された谷地形 （桜川周辺の低地帯も含む）が元になっている。約 18,000年前 （後期旧石器時代）から

温暖化に伴う海面の上昇が徐々に始まり、約 9,000年前頃 （縄文早期）から谷地形に海水が流入し始め、入江

が形成される。約6,000年前の縄文海進期 （縄文前期）には海水の流入がピークを迎え、桜川低地帯の汽水域 （淡

水と海水の混在域）は現在の湖岸より 4kmほど内陸まで、広がっていたとされる。ちょうど、本遺跡が位置して

いる下坂田地区辺りの低地までと考えられている。

現在、本遺跡を含む下坂田周辺は畑地 ・果樹園が広がり 、台地の縁辺部には針葉樹林が形成きれている。遺

跡の北部には土浦市街地に向かう国道 125号線が走り 、西部には国道を縦断する形で常磐自動車道が走るなど、

交通の要所が集中する地域でもある。また、下坂田の西側は上坂田となり、両地区を合わせて坂田地区と呼称

している。

第 l図 調査地点位置図 （国土地理院発行 『水戸j1 : 200,000を50%縮小して加筆）
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第2節歴史 的環境

本遺跡を含めた新治台地の周辺で確認されている遺跡の概要について各時代別に述べることとする。

旧石器時代 旧石器時代の遺跡は常磐自動車道の東側に位置している常名台遺跡群［25～ 30］で確認され

ているが、その数は少ない。神明遺跡［27］第4次調査ではローム層中から石器ブロック 1基、隣接する山川

古墳群［29］第2次調査でもローム層中から石器ブロック 3基と炉跡を検出している。炉跡から採取した炭化

物の放射性炭素年代測定を行ったところ、約 32,000年前のものであるとした測定結果が示されている。

縄文時代 縄文時代の遺跡は集落だけでなく地点貝塚も広く分布している。上坂田北部貝塚［4］は前期の

地点貝塚で、ハイガイを主体とした貝層が住居内に確認されている。また、上坂田寺裏貝塚［8］・下坂田馬

場先貝塚［14].赤弥堂［18］でも前期の地点貝塚が確認されている。神明遺跡［27］では中期の土坑からサ

ルボウやハマグリが主体の地点貝塚が、下坂田貝塚［女］は筑波大学による畑地帯の確認調査によって後晩期

の地点貝塚であることが確認されている。新治台地で確認された地点貝塚はいづれも小規模なものであるが、

広範囲にわたって点在している状況が調査によって判明している。

弥生時代 弥生時代に該当する遺跡は少なく、確認されていたとしてもその遺構数はさらに乏しいものであ

る。山川古墳群［29］第3次調査では後期に比定される住居跡2軒が確認されているが、依存状態が悪く遺物

も小片が出土したに留まっている。北西原遺跡［28］第2次調査でもわずかに l軒の住居跡が確認されたのみ

である。本遺跡周辺の赤弥堂遺跡［18］や下坂田塙台遺跡［12］などでもわずかに弥生土器の小片が採集され

ているが、現時点で該期の遺構を確認している遺跡はない。

古墳時代 古墳時代に該当する遺跡は弥生時代から格段に増え、台地の縁辺部に多くの古墳が築かれている

が、浬滅してしまったものも多いとみられる。集落跡は常名台遺跡群［25～ 30］で多く確認され、古墳時代前期・

後期の竪穴住居跡が多く確認されている。神明遺跡［27］第3次調査では古墳時代前期の住居跡からパレスス

タイルの査や結合器台などが出土している。下坂田周辺では赤弥堂遺跡［18］で前期の住居跡が確認されてい

るが、後期の住居跡は確認されていない。上坂田周辺では現時点で集落跡は確認されていないが、上坂田塚原

古墳群［ 5］や上坂田立野古墳群［ 6］が存在していることから、上坂田にも古墳群の埋葬者に関係する集落

が展開していた可能性は十分考えられる。坂田・常名地区で確認された古墳は、前期から終末期まで多岐にわ

たり、武者塚古墳群［10］と常名天神山古墳［32］は市の指定史跡となる。武者塚古墳群［10］は 2基の古墳

からなるが、墳丘は削平されてしまっている。古墳時代終末期（7世紀後半）に築造されたとみられる 1号墳

の主体部は箱型横穴式石室を有し、 6体分の人骨が確認され、一部髭や美豆良が残存していた。前室からは全

国的にも珍しい青銅製の杓が出土するなど貴重な発見が相次いだ。本調査にかかる坂田台山古墳群［女］は現

在3基の古墳からなり、 l号墳は昭和 39年に園学院大学と土浦第二高等学校により主体部のみの調査が行わ

れ、武者塚古墳 l号墳とほぼ同時期の 7世紀に築造された終末期の古墳であるとされる。

奈良・平安時代 奈良－平安時代になると遺跡数は古墳時代の半分以下となるが、大多数は常名台遺跡群［25

～ 30］に集中している。弁才天遺跡［30］では竪穴住居跡や掘立柱建物跡が多く確認され、奈良時代の竪穴

住居跡のカマド内からは和銅開弥が出土、隣接する西谷津遺跡［25］の奈良時代の竪穴住居跡からは青銅製帯

金具が出土している。八幡下遺跡［34］の平安時代の竪穴住居跡からは円面硯が出土している。また、同遺跡

l号土坑内から丸瓦が出土していることから周辺において寺院の存在を窺わせるが、確証を得るものではない。

中世 遺跡周辺には藤沢城跡［ 3］、峯台館跡［ 7］、上坂田館の内館跡［ 9］などの城館跡が台地の縁辺に

沿うように存在しており、現在も土塁や堀の跡が確認できる。しかし、調査が及ぶものは少なく、遺跡の範囲
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では井戸跡などでは薬研堀や建物跡、山川古墳群［29]や建物配置等は明瞭になっていない。神明遺跡【27]

が確認され、 13～ 14世紀における常名地区の大規模な居館跡の存在が明らかとなっている。

明確に近世に属する遺跡は少なく、赤弥堂遺跡【18］・神明遺跡【27］・山川古墳群［29］などで道路近世

跡や溝跡・土坑などが確認されるに留まる。山川古墳群［29］で確認された溝跡は畑の境界溝と考えられている。

遺跡分布図（国土地理院発行『常陸藤沢J1 : 25,000に加筆）第2図

調査地点周辺の遺跡一覧第 l表
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第3章調査の方法と基本層序

第 l節調査の方法（第3～ 8図）

本発掘調査は、坂田地区畑地帯総合整備事業に伴う下坂田中台遺跡（南地区）外埋蔵文化財発掘調査として

行われ、調査対象地域は事前の試掘調査によって遺構の有無を確認し、調査地区の設定を行った。調査対象地

域には3つの遺跡が複合しており、坂田台山古墳群・下坂田中台遺跡・下坂田貝塚が確認されている。調査は

坂田台山古墳群→下坂田中台遺跡・下坂田貝塚（ 1・2区）の順で、行った。発掘調査を進めるにあたり、平面

測量は世界測地系の公共座標に基づいて行い、 3つの調査区を包括する形で 20mの大グリ ッドを設定。グリッ

ド名は北から A・B・C・ ・・、西から 1・2・3・・・とし、 A1 ・A 2といったような名称を付けて各遺

構の位置を示すものとした。

調査方法は表土掘削→遺構確認作業→遺構掘削作業→土層確認→遺構完掘の順で行い、写真撮影 ・遺構測量

は進捗状況に合わせて適宜行った。遺構確認作業にはジョレン、遺構掘削作業には移植ゴテを使用して掘り下

げを行い、出土遺物は可能な限り平板とトータルステーションを併用して 3次元計測による記録を行った。

遺構の記録方法は、平面図・セクション図は基本 1/20で作成し、平面図はトータルステーションを用いて

測量している。遺構の写真撮影は、 35mm白黒フィルム・ 35mmカラーリバーサルフィルム、デジタルカメラ

(1,400万画素）を使用した。

第2節基本層序（第3図）

本調査において、 3地点で基本層序の確認を行った。A地点は下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区北側、 B地

点は下坂田中台遺跡－下坂田貝塚 1区井戸跡壁面、 C地点は同区東側にあたり、遺構確認面はいずれも E層上

面である。A・C地点においてはE層までしか確認できなかったが、 B地点は安全に留意し可能な限り井戸跡

の壁面において土層の変化を確認したところ、四層まで確認することができた。

c 

B 表土

I H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5ロームブロック少量、
炭化粒微量。

29.0 

A 

表土

~o r 

27.0 

I’ 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5ロームプロァク少量。

表土 II II 褐色土

III 明褐色土

N 黄褐色土

しまりあり 、粘性あり。透明粒微量。ソフトローム層。遺構確認、面。

しまり強い、粘性あり。透明粒微量。ハードローム層。

国 しまり強い、粘性あり 。組砂混入。ハードローム層。

III 

v 明黄褐色土 しまり強い、粘性なし。細砂層

VI 灰黄褐色土 しまり強い、粘性なし。細砂層

VIl にぶい黄褐色土しまり強い、粘性高し、。粘土層。

N 

v 

一一一260
VI 

VII 

一一一250

。 2m 

第3図基本層序 （1 : 60) 
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第4章坂田台山古墳群

坂田台山古墳群の調査は平成 23年 12月 14日～同年 12月28日まで行われた。確認された遺構は、竪穴住

居跡 l軒、溝跡2条、土坑3基、古墳周溝 l基、ピット 7基を数える。また、隣接する梨畑の土壌改良や散水

用パイプの埋設など、撹乱も多くみられた。

第 l節竪穴住居跡

1号住居跡 （第 9. 10図）

位置 J 3グリ ッドに位置している。 規模 直径 2.9mの円形を呈している。 主軸方位 不明。 壁

壁高は 15cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 床 ほほフラットで、一部根による撹乱を受けていた。

硬化面の範囲などを確認することは出来なかった。 ピット 5基確認したが、東側に偏っており、明確に柱

穴として組めるものはない。 炉 確認することは出来なかった。 覆土 褐色土を主体とした自然堆積とみ

られる。 遺物 覆土上層～下層を中心に出土したが、小片が多く個体になるものは少なかった。また、床面

直上で確認できた遺物はごくわずかであった。 所見 床面から炉跡が確認できなかったことや、規模が直径

2.9 mと小型であることから、住居というよりも簡易的な小屋であった可能性も考えられる。出土遺物から縄

文時代中期後葉に属するとみられる。

④ 

一て？之ム了寸K

制

「

V

Yミ

国

γ 

C D 
一一－28.4

E 

一τプ 。

1号住居跡P3土居説明（D)

1 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒，，，量、φ0.5～ lcmロームプロック少訟。

1号住居跡P4土層説明 （E)

1 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。

1号住居跡PS土暦説明 （F)

1 褐色土 しまりあり 、粘性ゃゃあり。ローム粒中量、ゆ0.5-1 cmロームプロック少足。

2m 

2 

。 10 cm 

D 

て工アー

1号住居跡土層説明 （A・ B) 

l 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。口←ム粒中盤、ゆ 0.5～lcmロームプロァク少量。

2 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ロ ム粒中盆、ゆ0.5cmロームブロァク少量。

3 明褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームブロック微量。

4 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量、後土粒少量。

5 8音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、焼土粒多量、ゆ 0.5cm焼土プロック微量。

6 H昔褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、焼土粒少量。

7 H音褐色土 しまりややあり 、粘性あり。ロ ム粒中:Iii:、φ0.5～ 1cmロ ムプロ yク中量、

焼土粒微量、炭化粒微量。

8 にぷい褐色土しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～lcmロームプロ.， 7中量。

9 褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、 ＜！＞ 0.5～ l cmロームブロ yク多量。

1号住居跡p1土層説明 （C)

1 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ロ ム粒中量、 φ0.5～ icmロームプロ yク少量。

2 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロ ック少量。

第9図 l号住居跡・ l号住居跡出土遺物
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4 

3 。 10 cm 

第 10図 l号住居跡出土遺物

表2 1号住居跡出土遺物観察表

石英長 石 外 5YR6/6樫
外面 L R単節縄文を施文後、渦

縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 ｜く15.2>I cs.zl I 白雲母金雲母
内－7.5YR1.7/1黒

やや良 巻文・蛇行沈線・逆U字状文を施す。｜大木Sa b 

内面ミガキ

2 l縄文土器 l 深鉢 I I くs.5> I 7.2 I 石白雲英母長石 チャート
外 5YR6/6糧

やや良
外面 L R単節縄文を施文。

l加曾利EI 
内 7.5YR2/l黒 内面ナデ。

外 5YR6/6澄
外面 R L単節縄文を施文。底部

3 ｜縄文土器｜ i采鉢 I - I <11.7> I (9.6) I石英長石白雲母 やや良 付近ミガキ。 ｜加曾利EI 
内 7.5YR3/l黒褐

内面ミカ、キ。

’ぶUミ 外面 LR単節縄文を施文後、蛇

4 ｜縄文土器｜ i采鉢 ｜ 一 I <s.s> I 一 ｜石英 長石 白百雪母 ｜外内－一~~~~%4灰L黄褐澄｜｜｜やや良｜｜｜行一沈、線と 3条の懸垂文を施す。 ｜加曾利 EI 

内面ナデ。

第2節溝跡 （第 11図）

坂田台山古墳で確認された溝跡は 2条である。位置・軸方位などの詳細は一覧表にて記載した。遺物は流れ

込みとみられる縄文時代の遺物が中心で、わずかに陶器片が確認されたが、明確に時期決定・掲載できる遺物

はみられなかった。

表3 溝跡一覧表

⑨ 

l号溝と重複。 1号溝より新しい。底面が一部

硬化しており、道路跡と考えられる。

!≫ _..--

A’ 

-1L2s.2 B’ 

1号溝跡土層説明

1 H音褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、炭化物微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、 <P0.5cmロームプロック微量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック中量。

2号溝跡土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量、 <P0.5cmロームプロック微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 <P0.5cmロームブロック少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。

。 2m 

第 11図 1・2号溝跡
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第3節土坑（第 12・13図）

坂田台山古墳で確認された土坑は 3基である。位置 ・軸方位などの詳細は一覧表にて記載した。いずれも出

土遺物から縄文時代に属するとみられるが、 2. 3号土坑は小片が多く 、掲載遺物はない。

表4 土坑一覧表

遺構名
位置

長戦方位
規模 （m)

深（mさ） 平形面態 遺物 時英語 備考
（グリッド） 長事由x短納

l号土坑 I 3 N -2° -W (155）×（1.32) 1.4 （円形） 縄文土器石鍛 縄文時代中期後葉 陥し穴。

2号土坑 L3 N -66。 W 1.25× （0.48) 0.61 方形 縄文土器 縄文時代

3号土坑 J 4 N -6° W 2.6× (13) 0.22 円形 縄文土器 縄文時代

A ⑧ 
調査区外調査 区 外

B B 

正戸ぐ）＿主 ⑥ 〆
調 査 区 外

A 

一担子下一 表土ιγーーナ「i

¥ 2 -- 」一一一／ －－－－一一「一一一-J

2号土坑

3号土坑

。 2m 

l号土坑

1号土坑土居説明 2号土坑土層説明

l 階褐色土 しまりやゃあり 、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ0.5cmロームブロ ァク少量 l f品包土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、φ0.5cmロームプロック微量。

炭化物微量。後世指！り込み。 2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

2 里褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、φ0.5cmロームブロッ ク微量；。 3 にぷい しまりあ り、粘性あり。ローム粒:'.tiふ

3 階褐色土 しまり あり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ icmローム7ロyク多量。 褐色土

思褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロ γク少量。

日音褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、¢ 05～ l cmロームブロッ ク中量。 3号土坑土居説明

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～2cmロームプロック多量。 l 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ0.5～ lcmロームプロッナ中量。

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、¢0.5～2cmロームプロ γ ク多量。 2 陪筒色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中庭、ゆ0.5～ lcmロ ムプロッヲ多量。

第 12図 1～ 3号土坑
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第 13図 l号土坑出土遺物

表5 1号土坑出土遺物観察表

No. 種別 器種
法量 （cm)

飴土 色調 ；焼成 成 盟主形技法の特徴
口径 器干誌 底径

石英長石
外田 平行沈線が施され、沈線、間

1 縄文土器 鉢 く2.9>
白雲母金雲母

5YR5/4にぶい赤褐 やや良 は刺突表現が施される。

内面ナデ。

2 縄文土器 深鉢 く4.3> 石 英長石金雲母 7.5YR7/4にぶい桂 良
外面 沈線、で文様帯を区画。

内面 ミガキ。

3 縄文土器 深鉢 く3.8・〉 石 英長石金雲母 7.5YR6/6授 良
外国 渦巻文をわずかに確認。

内面 ミガキ。

No. I 種~lj 器宅重
法盆 （cm)

長さ ｜ 格 ｜ 厚さ
重さ （g)

4 I 石製品 ｜打製石器産 I< 2.0 > I 16 I 0.3 I o 76 

成 ・皇E形技法の特徴ほか

鉦茎。先端部欠損。チャートを使用。

-13-
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一全一29.0

第4節古 墳（第 14図）

調査区の西に位置している古墳は坂田台山古墳群のーっとして確認されている屋敷付古墳（別称：塚山古墳）

で、墳丘の東側は削平されており当時の様子を窺い知ることは出来ない。現在は雑木林である。屋敷付古墳は

1964年（昭和 39年）に国学院大学と土浦第二高等学校によって主体部の調査が行われている。当時の調査に

よって、古墳の規模は約 20×10mを測り、円墳または前方後円墳とされている。埋葬施設は箱式石棺で、石

棺内の側面は赤彩が認められた。確認された人骨は推定5体分で、副葬品は直万 4・万子2・鉄族26・鉄環

2が出土している。埴輪は確認されておらず、出土遺物・埋葬方法から 7世紀に築造されたものと考えられて

いる。出土遺物は現在、土浦第二高等学校と国学院大学にて保管されている。

今回の調査区は古墳の東側を南北に横断する形で設定された。掘り下げを行った結果、周溝が一部確認され

たが、字界のために掘られたとみられる溝が裾部と周溝を破壊し、正確な周溝の幅を確認することは出来なかっ

た。わずかに確認された周溝は、上端幅2.lm、下端幅0.5m、深さ 42cmを測る。覆土中から出土した遺物は

撹乱によって混入した近現代の陶器片や金属片に加え、流れ込みとみられる縄文土器片が主体で、古墳築造期

を示す遺物はほとんど出土しなかった。また、王体部調査時以来行われていなかったコンター図の作成を再度

行ったが、墳丘の形状を特定することは出来なかった。

c’ 

。

C' 
-"'-i-29.0 一一一

六一＼ト＼ K 

~K~l ~合切でl
。 5m 

第 14図屋敷付古墳.1号周溝
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土層説明 （A)

1 H音褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒少量、申0.5～ lcmロームプロ yク少量。 1 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ロ ム粒多量、ゆ0.5cmロ ムプロァク少量。

土層説明 （C)

2 褐色土 しまりあり 、粘性あ り。ローム粒少量、φ0.5～2cmロームプロ yク少量。

土層説明 （B)

1 暗褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ロ←ム粒少量、φ0.5cmロームプロ ック少量。

褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ロ ム粒多量、φ0.5～2cmロームプロァク多量。

陪褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒少量、ゆ0.5cmロームプロ yク少量。

4 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、φ0.5～ 1cmロームブロ yク中量。

5 H音褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロ yク少量。

土層説明 （D)

1 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ロ ム粒中量、φ0.5～ lcm ロムプロ ック少量。

第5節ピット（第 15・16図）

坂田台山古墳で確認されたビッ トは7基である。位置・規模などの詳細は一覧表にて記載した。l号ピット

から 5号ピットは密集しており 、当初は建物跡を想定したが、明確に組めるものはなかった。遺物の出土は少

なく、 3号ピットより 出土した遺物のみ掲載する。出土遺物から 3号ピッ トは縄文時代中期中葉に属するとみ

られる。

表6 ピット一覧表

遺構名
位置 規模 （m)

深（mさ） 平形態商 f務考
（グリッド） 長車由x短戦

l号ピット K3 0.62×0.6 0.81 円形

2号ピット K3 0.58×0.53 0.81 円形

3号ピット Iく3 0.5×048 0.75 円形

4号ピット L4 (063）×0.6 0.68 円形

。8
V

＠
A

一

一

l号ピット

⑧ 

ムロム

でア
3号ピット

A 

金う

ムGム

~w~ 
A 

2号ピット

〈じ

ム白企

tr 
6号ピッ ト

。 2m 

第 15図 l～ 3・6号ピッ ト

ぬ ｜ 種別

表7 3号ピット出土遺物観察表

始土

遺構名
位置 規模 （m)

深（mさ） 平形態面 備考
（グリッド） 長軌×短命事由

5号ピット K4 0.52×0.52 0.37 円形

6号ピット L3 0.58×0.5 0.61 円形

7号ピット J 3 0.39×0.37 0.49 円形

1号ピy 卜土居説明

1 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒＇.）， 量、炭化物微量。

2 陪褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量。

3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中孟、φ0.5cmロームプロック少量。

2号ピット土層説明

1 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、炭化物微量。

2 時褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中垣；。

3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5cmロームプロ yク少量；。

3号ピット土層説明

1 H音褐色土 しまりあり、粘性あ I）。ローム粒少量、¢0.5cmロ ムフロ.， 7僚批。

2 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中2；。

3 HI}褐色土 しまりあり、粘性あ l〕。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

4 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロ ック多量。

6号ピッ ト土層説明

1 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量、炭化物微量。

2 階褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒中量。

万

。 10 cm 

第 16図 3号ピット出土遺物

器穫
法量 （cm)

口径 I 器高 ｜ 底径
色調 焼成 成 ・整形技法の特徴 備考

縄文土器
内 7.5YR7/4にぶい鐙

深鉢 (266) I <17.8> 一 l石 英長石白雲母
外－7.5TR6/6樫

阿玉台N
外面 R L単節縄文を施文。

やや良｜
内面 口縁部ミガキ。体部ナデ。
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第6節遺構外出土遺物

坂田台山古墳群の調査で、遺構外より出土した遺物の中から 8点を掲載する。遺構が確認されている縄文時

代中期の土器に加えて、前期の土器もわずかに確認された。円筒埴輪とみられる小片も出土しているが、今回

の調査区に隣接する屋敷付古墳は埴輪を有していないため、調査区の周囲で浬滅してしまった古墳のものと考

えられる。須恵器や土師質土器も確認されたが、出土遺物の主体は縄文土器である。

4 

勺 tli ,!1仰を川』＼＼＇. パ
ム：：11~＼~~l時総~＼日
川；1u~~＼~1l！ν ハJ

～ 

下二二ヰ 7 
5 8 

。 10 cm 

6 7 

第 17図遺構外出土遺物

表8 遺構外出土遺物観察表

外 10YR4/2灰黄褐

縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 ｜ く6.1> I 一 ｜石英 白雲母 繊維 ｜褐内－10YR6/4にぶい黄やや良 外内面面 羽ミ状ガ縄キ文。を施文。 ｜黒浜

｜ 一 I <4.7> I 一 ｜石英長石白雲母｜｜外一7.5YR4/l褐灰
外面隆帯貼付後、隆帯の周囲に

2 1縄文土器｜ 深鉢 やや良 竹管による角押文を施す。 ｜阿玉台
金雲母 内－5YR5/6明赤褐

内面ナデ。

｜ ｜ く5.1> I ｜石白英雲母長石 チャート I 外内－~~~~~4澄にぶい黄

外面櫛歯状工具による懸垂文を

3 ｜縄文土器｜ 深鉢 良 施す。 ｜阿玉台

褐 内面ナデ。

｜ 一 ｜く5.5> I 一 ｜石英長石白雲母｜｜外一7.5YR6/6穫
外面 L R単節縄文を施文後、隆

4 ｜縄文土器｜ 深鉢 ．良 帯を貼付け、文様帯を区画。 ｜加曾利EI 
金雲母 内－5YR6/6樫

内面ナデ。

外 2.5YR4/8赤褐
外面口唇部外面に赤彩。

5 1縄文土器 鉢 <2.6> 石 英 長石白雲母 内－10YR6/4にぶい黄 良 ｜加曾利EI 

澄
内面ケズリ。

6 埴輪カ （円筒） く4.5> 石英黒色粒赤色粒 7.5YR6/6糧 やや良 外面タテハケ。内面ナデ。

7 須恵器 斐 く4.5> 石英長 石 5Y5/l灰 良
外面平行叩き、ヘラケズリ。内面

ヘラナデ。

8 土師質土器 皿 (16.6) く2目3> 赤色粒 5YR6/6樟 良 駿櫨整形。
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第5章 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区

下坂田中台遺跡 －下坂田貝塚 l区の調査は平成 23年 12月21日～平成 24年3月13日まで行われた。確認

された遺構は、竪穴住居跡 14軒、溝 16条、土坑 27基、井戸 l基、地点貝塚2ヶ所、建物跡、ピ ット35基を

数える。

第 l節 竪穴住居跡

1号住居跡 （第 18～ 22図）

位置 E9・10、F9・10グリ ッドに位置している。 規模 南北 4.90m ×東西 5.04mの方形。 重複関

係 出土遺物 ・土層の観察から、 3・4号住居跡より新しい。 主軸方位 N 33° -w。 壁 壁高は 33

cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 床 ほほフラットで、硬化面の範囲を確認している。カマド東側の

貯蔵穴周辺は床面が 15cmほど高く、いわゆる棚状施設に分類されるものであると考えられる。壁周溝が巡る

が一部途切れる。 貯蔵穴 カマドの両脇と住居南壁際 （p 5）で検出している。貯蔵穴 lは東西幅が長い長

方形で2段掘りになっており、上段幅は 80cm×112cm、下段幅は 55cm×76cmで、深さは 54cmで、ある。貯蔵穴

2は一部調査区外に伸びるため詳細は不明であるが、 60cm×東西 40cm以上で、ある。深さは 28cmで、貯蔵穴2
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／
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第 18図 1号住居跡
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1号住居跡土層説明（A)

1 H音褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、¢ 0.5～2cm中量。後世掘り込み。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量、 φ0.5ロームプロック少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

4 黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～ 2cmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物少量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物少量。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物中量。

7 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。壁溝。

8 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

9 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック中量。

焼土粒微量、炭化物中量。

10 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック多量。

3号住居跡覆土。

11 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。後世掘り込み。

12 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。

4号住居跡覆土。

13 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック微量。

4号住居跡覆土。

14 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

4号住居跡覆土。

1号住居跡P4土層説明（B)

1 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック中量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック多量。

句う

一旦ー296
H’ 

14 。 1 m 

1号住居跡p1土層説明（C)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック中量。炭化物微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームブロック中量。

炭化物微量。

3 明褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロァク多量。

壁崩落土。

1号住居跡P3土層説明（D)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

炭化物微量

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック多量。

1号住居跡P2土層説明（D)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック中量。炭化

物微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック多量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック多量。

1号住居跡P5土層説明（E)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

焼土粒少量、ゆ 0.5～2cm焼土フ’ロック少量、炭化物微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック中量。

1号住居跡貯蔵穴土層説明（F)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

焼土粒微量、炭化物微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック中量。

炭化物微量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック中量。

炭化物微量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～ 1cmロームプロック多量。

炭化物微量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、中 0.5～ 1cmロームプロック多量。

炭化物微量。

1号住居跡カマド土層説明（G・ H) 

1 褐色土 しまり強い、粘性やや低い。細砂ブロック。カマド天井崩落土カ。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性やや低い。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

焼土粒中量、 φ0.5～ 1cm焼土フ守口ツク中量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性やや低い。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。

焼土粒少量、 φ0.5～ lcm焼土プロック少量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。

焼土粒中量、 φ0.5～ 1cm焼土プロック少量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量。

焼土粒多量、 φ0.5～1cm焼土ブ、ロック多量、炭化物少量。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。

焼土粒少量、炭化物微量。

7 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。

焼土粒少量、 φ0.5cm焼土ブロック少量、炭化物微量。

8 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、¢ 0.5～ 1 cmロームプロック中量。

焼土粒少量。

9 暗褐色土 しまりあり、粘性やや低い。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック少量。

焼土粒中量、ゆ乱5cm焼土ブロック少量。

10 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

焼土粒少量。

11 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

焼土粒少量、炭化物微量。

12 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック少量。

焼ミヒ粒中量、 φ0.5cm焼土プロック少量。

13 暗褐色土 しまりあり、粘性ゃゃあり。ローム粒中量。焼土粒微量。

14 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量。焼土粒微量。

15 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量。焼土粒少量。細砂プロック。カマド袖。

第四図 1号住居跡カマド

の東側は周堤状の高まりが存在している。 カマド 北壁中央やや西寄りにあり、袖部はそのほとんどが壊れ、

基部が残っている程度であった。燃焼部と煙道部との聞には段差があり、煙道部は緩やかに立ち上がってい

く。 ピット 床面上では複数のピットが検出されたが、その半数は重複する 3・4号住居のもので、 l号住

居に属するピットは 5基である。 p1: 30×29cm、深さ 44cm。p2: 28×28cm、深さ 39cm。p3: 25×23cm、

深さ 24cmoP 4: 22×25cm、深さ 24cmo P 5 : 46×65cm、深さ 19cm。柱穴になるものはPl～ p 3で、検
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出できなかった南東部の柱穴は調査区外にあるとみられる。P4は位置的に出入り口ビットであるとみられる。

覆土 自然堆積である。 遺物 遺物の出土には偏りがあり、住居の西側に集中して個体となる遺物が大量

に出土している。しかし、床面直上から出土した遺物少なく、多くは覆土中層から下層にかけてである。カマ

ド内燃焼部からは折れた状態の支脚 (19）と逆位の杯 （5）が壷 （8）の直下で確認された。また、貯蔵穴中

から目立った遺物の出土はみられなかった。 所見 出土遺物、住居の形態から 6世紀中～後葉に属する。
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第 20図 l号住居跡出土遺物
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第 21図 1号住居跡出土遺物
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第 22図 l号住居跡出土遺物

表9 1号住居跡出土遺物観察表

＼－
h
u
 

19 

くコ工フ

17 18 

：亡土ラ

20 

。 10 cm 

No. 種別 得率重
法設（cm)

I台土 色調 焼成 成獲形技法の特徴 備考
口径 器商 底径

外面白縁部ヨコナデ。体部へラケズリ。

1 土師器 均： 12.5 4.9 石英白雲母 7.5YR6/4にぶい糧 良 内面 口縁部ヨコナデ、へラミカ・キ。体

部へラミガキ。

外面 口縁部へラミカ’キ。体部ヘラケズ

2 土師器 勾： 12.0 4.3 石英白雲母 2.5YR6/8 ；＼霊 良

内面へラミカaキ。

石英白雲母海綿骨
外面 口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

3 土師器 勾： 12.0 4.3 7.5YR6/6樫 良 後へラナデ。
針

内 面 ナ デ。

外面 口縁部ヨコナデ後へラミガキ。体

土師器 杯 11.6 4.4 石英長石白雲母
外 10YR4/2灰黄褐

良
部へラケズリ。 外面内面

4 
内 10YR2/2呈褐 内面 口縁部ヨコナデ後へラミガキ。体 黒色処理

部へラミカeキ。

外 7.5YR6/6｛萱
外面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ

カマド内
5 土師器 河： 11.3 5.5 石 英長石白雲母

内 5YR6/6tJt
良 後、上半ナデ。

出土
内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

外面 白縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ
底部

6 土師器 鉢 18.7 8.7 5.4 石英長 石 白雲母 10YR6/4にぷい黄樫 良 後、上半ナデカ。
木業痕

内面 白縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

外面 口縁部ヨコナデ。体部下半ヘラミ

7 土師器 査 19.7 34.2 8.2 石 英長石白雲母 10YR6/3にぷい黄櫨 良 カ’キ。上半器面摩滅。

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

外国 口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ
カマド内

8 土師器 査 19.6 27.7 8.6 石 英長石白雲母 10YR6/4にぷい黄櫨 良 後、下半へラミガキ。
出土

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

9 土師器 査 10.6 13.5 6.5 石 英長石白雲母 2.5YR6/8樫 やや良
外面 口縁部ヨコナデ。体部器国摩滅。

内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

外 5YR5/6明赤褐
外面 白縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

10 土師器 斐 13.4 12.3 5.2 石英長 石 白雲母 良 後、上半ヘラナデ。
内 10YR4/2灰黄褐

内面 白縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

外国 口縁部ヨコナデ。体部下半ヘラケ

11 土師器 受 13.6 14.6 5.5 石 英長石白雲母 7.5YR5/6明褐 良 ズリ後へラミカ’キ。上半ヘラナデ。

内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。
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外 5YR5/6明赤褐 外面口縁部ヨコナデ。体部下半ヘラケ

12 土師器 斐 (18.4) 26.8 (7.0) 石 英 長石白雲母 内 10YR6/4にぶい黄 良 ズリ後ヘラミカ守キ。上半ヘラナデ。

積 内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

外面口縁部ヨコナデ。体部下半ヘラケ

13 土師器 棄 18.8 21.5 6.4 石英長石白雲母 7.5YR6/6澄 良 ズリ、上半ヘラナデ。

内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

外 10YR5/3にぶい黄 外面口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

14 土師器 費 (33.5) 30.3 7.6 石英白雲母 糧 良 後、ヘラミガキ。

内 10YR3/l黒褐 内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

15 土師器 甑 25.5 16.8 6.4 石英長石 5YR7/6糧 やや良
外面体部下半ヘラケズリ ヘラナデ。

内面器面摩滅。

外面口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ

16 土師器 甑 26.0 210. 10.0 石 英 長石白雲母 10YR6/4にぶい黄澄 良 後、ヘラミガキ。

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

表面ケズリ。被熱により脆くなっている。石英・長石・白雲母を含む。

2号住居跡（第 23・24図）

位置 F 10グリッドに位置している。 規模南北4.75m以上×東西7.81mで、方形になるとみられる。

重複関係 出土遺物・土層の観察から、 24号ピットより新しく、 l号土坑より古い。 主軸方位 N -27° -W。

壁壁高は 3lcmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。一部 l号土坑と撹乱によって破壊されている。 床

ほほフラットで、一部撹乱を受ける。壁周溝が巡る。 貯蔵穴確認できなかった。 ピット 3基確認。

A 

⑧ 
」山
i
N
S l号土坑

A’ 

.-< 

E」

rコ
硬化面

P3 10. 
・11 

9 

調 査 区 外

___Q_29.6 

／γ3 凶

~29.6 A’ 

77 " 5 8 

9 10 11 

。 2m 

第23図 2号住居跡
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2号住居跡土層説明 （A)

1 暗褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5cmロームプロ ック微量。

焼土粒少量、白色砂粒少量。

2 暗褐色土 しまりあ り、粘性あり。ロ←ム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームブロ yク少量。

焼土粒微量。

3 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームプロ ック多量。

焼土粒微量。

4 E音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～ lcmロームプロァク微量。

φ0.5～ l cm焼土プロ ック徹量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 <I>0.5～ l cmロームプロ ァク少量。

暗褐色土 しまり強い、粘性やや低い。ローム粒多量、ゆ0.5cmロームブロック微量。

ゆ0.5～ lcm焼土プロァヲ少量。白色細砂多量。

7 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロγク少量。

焼土粒少量。

8 p 3覆土

2号住居跡p1土層説明 （B)

1 里褐色 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.Scmロームプロッヲ微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

2 H音褐色土 しまりややあり 、粘性あり。ローム粒多量、<I>0.5 -1 cmロームプロ yク少量。

3 褐色土 しまりややあり 、粘性あり。ローム粒多量、申0.5～ lcmロ ムプロック中量。

2号住居跡P2土居説明 （C)

1 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 <I>0.5～ 1 cmロ ムプロック中量。

2号住居跡P3土層説明 （D)

1 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、 <I>0.5～ l cmロームプロ ヅク中量。

焼土粒中量、ゆO.Scm焼土プロ ック少量。白色細砂少量。

2 1昌色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、 φO.Scmロームプロック少量。

焼土粒少量。白色細砂少量。

3 a音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。焼土粒微量。白色細砂多量。砂層。

p 1 : 25×25cm、深さ 42cm。p2 : 30×27cm、深さ 29cm。p3 : 40×45cm、深さ 18cm。P1 . 2は柱穴

である。P3は浅いピ ットであるが、セクションで確認したところ、覆土中に白色細砂が混入した層を確認した。

炉 住居が方形であった場合、住居中央やや北寄りに位置している。 覆土 自然堆積である。 遺物 覆

土上層～床面直上にかけて出土し、その多くが柱穴の外側で確認されている。白玉4点は住居東側で確認され

たもので、いずれも床面直上からの出土である。 所見 出土遺物、住居の形態から 6世紀前～中葉に属する。
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表 10 2号住居跡出土遺物観察表

第 24図 2号住居跡出土遺物

l¥1J. 種別 器毛主
法f量 （cm)

胎土 色調 焼成 成 3整形技法の特徴 備考
口径 器高 底径

外面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ

土姉器 杯 14.2 5.7 石英長石白雲母 2.5YR4/8赤褐 良 後、ナデ。 赤彩

内面白縁部ヨコナデ。イ本部放射状暗文。

2 土師器 杯 (135) 5.3 石英 長石 白 雲 母 2.5YR4/6赤褐 良
外国 口縁部ヨコナデ。体部器回摩滅。

赤彩
内面口縁部ヨコナデ。体部放射状H音文。

外面 口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

3 土師器 珂： 13.0 <5.5> 石英長 石 白雲母 2.5YR4/6赤褐 良 後、へラナデ。 赤彩

内 面 ナ デ。体部放射状暗文。

4 土師器 高珂： <4.4> 石英長石 白雲母 2.5YR4/8赤得 良
外面体部ナデ。

赤彩
内面体部ナデ。
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5 I 土師器 ｜ 高杯 I I <4.5> I (19.o) ｜石英・長石・白雲母 l5YR5/6明赤褐
良 l外面・脚部へラナデ。

内面白ヘラケズリ、ヘラナデ。

外面：口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。
良｜

内面：口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。
6 I 土師器 ｜ 費 I (41.6) ｜く10.6>I 一 ｜石英・長石・白雲母 llOYR6/6明黄褐

3号住居跡（第25・26図）

位置 E9・10、F9・10に位置している。 規模 南北3.05m以上×東西3.7m以上の方形で、あるとみられる。

重複関係 出土遺物・土層の観察から l号住居跡より古い。 4号住居跡とも若干の重複があったとみられる

が、 l号住居跡によって重複箇所が破壊されてしまっているため、 4号住居跡との新旧関係は不明である 主

軸方位 N-52° ・ W。 壁 壁 高 は 26cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 フラットで、壁周溝が巡る。

貯蔵穴確認できなかった。 ピット 4基確認。 P1 :66×72cm、深さ 78cm。p2 :ss×52cm、深さ 45cmo

p 3 : 60×54cm、深さ 44cmoP 4 : 55×50cm、深さ 46cm。いずれも柱穴である。 炉確認できなかった。

覆土 自然堆積とみられる。 遺物 覆土上層～下層にかけて出土したが、一部の遺物は l号住居跡の覆土

中に混入しており、接合関係が認められた遺物も確認している。 所見 出土遺物、住居の形態から 4世紀前

半代に属するとみられる。

トU
。。

3号住居跡p1土層説明（A)

ロ悶

l号住居跡

。
。

3号住居跡P2土層説明（A)

1 培褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック少量。 1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームプロック多量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、品目～3cmロームブロック少量。 2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～4cmロームプロック多量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック少量。 3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック中量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～5cmロームブロック多量。

第25図 3号住居跡
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3号住居跡P3土層説明 （B)

1 暗褐色土 しま りあり 、粘性あり。 ローム粒多量、ゆ 0.5～ 2cmロ ムプロ ック少量。

暗褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームフロック多量。

3号住居跡 P4土層説明 （B)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームプロ ック少量。

里褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ Icmロームプロ yク中量。
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第 26図 3号住居跡出土遺物

表 11 3号住居跡出土遺物観察表

トlo. 種別 器稜
法最（cm)

始土 色調 焼成 成整形技法の特徴 備考
口径 骨号高 底径

土師器 碗 12.3 7.6 2.8 石英長石白雲母 7.5YR6/6樫 良
外面口縁部ヨコナデ。体部へフケズリ。

外面赤彩1 
内面 白縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

外面 口縁部ヨ コナデ、へラミガキ。体

2 土師器 宝士::;: 23.2 く16.0> 石英長石白雲母 10YR7/6明黄褐 良 部へラナデ。

内面 口縁部へラミガキ。体部ヘラナデ。

外 10YR6/6明黄褐 外面体部へフミガキ。底部付近へフケ

3 土師器 董 <6.0> 10.3 石英長 石 白雲母 内 10YR7/4に ぷ い 黄 やや良 ズリ。

褐 内面 体部へラナデ。

土師器 斐 (18.4) <6.2> 石英 長 石 白雲母 10YR6/6明黄褐 やや良
外商 口縁部タテハケ、指頭痕。

4 
内面 口縁部ヨコハケ （摩滅）。

土師器
ミニチュア

6.9 5.8 石英長石 白雲母 7.5YR6/6燈 良
外面 指頭痕。

5 
土器

4.4 
内面 白縁部へラナデ、体部指頭痕。

ぬ I 稜別 器種
法i量（cm)

長さ ！ 中高 ｜ 摩さ
霊さ （g) 成・ 整形技法の特徴ほか 俄考

6 I 鉄製品 ｜ 万子 I <3.9> I 1.6 I o.i I 3.08 

4号住居跡 （第 27図）

位置 F 9 ・ 10グリ ッドに位置している。 規模 南北 2.25m 以上×東西 4.7mの方形で、あるとみられる。

唯一残存している南西コーナーはやや丸味を帯びている。 重複関係 出土遺物 －土層の観察から l号住居跡

より古い。 主軸方位 N-45° -W。 壁 壁高は 30cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。 床 ほほフラ ットで、

貼り床が施しであるが、一部根による撹乱を受ける。 貯蔵穴 確認できなかった。 ピット 3基確認。 P

1 : 40×34cm、深さ 44cmoP 2 : 35×37cm、深さ 46cm。p3: 25×28cm、深さ 69cm。いづれも柱穴である。

炉 住居中央部やや西寄りで確認している。90cm以上× 55cmの南北に長い楕円形を呈し、中心部分の火床

-25-



面は硬化している。 覆土 自然堆積である。 遺物 覆土上層～床面直上にかけて出土したが、その多くは

小片で、全体的な出土量も少なかった。個体になるようなものは住居の南壁に沿うような形で出土した。 所

見 出土遺物、住居の形態から 4世紀前半代に属するとみられる。

凶 凶

A 
Gう

イ；~）叩
炉

日

仏

φ＼0/LJ 時 I @P2 
P3 

ぞ、

"' p, 

＼ 

～、 1 一一一一 、 4 ＼～ 

一

4号住居跡土層説明（A)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック微量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック微量。

3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック少量。

焼土粒微量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

5 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 if>0.5～ 1 cmロームプロック少量。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

7 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

4号住居跡p1土層説明（B)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック多量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

2 

。
4号住居跡P2土層説明（B)

gj 

∞｜ 

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 3cmロームプロック中量。

2 培褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームブロック中量。

4号住居跡P3土層説明（C)
1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。

2 暗褐色士 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

3 黒褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームブロック中量。

貼り床。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。
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第27図 4号住居跡 ・4号住居跡出土遺物
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表 12 4号住居跡出土遺物観察表

f唱ユ 種]J!J 器車重
法盆（cm)

1古土 色調 焼成 成整形技法の特徴 備考
口径 君事高 底径

土師器 高土不 017) く4.1> 石 英長石白雲母
外 7.5YR5/8明褐

良
外国 へラケズリ後、へラミガキ。

1 
内 10YR5/4黄褐 内面へラミガキ。

2 土師器 器台 <6.9> 石英長石 白雲母 lOYRG/6明黄掲 やや良
外面体部へラミガキ。体部穿孔3箇所。

内面へラミカ’キ。

外 10YR5/2灰黄褐
外面 口縁部ヨコナデ。体微へラナデ。

3 土師器 斐 (182) <6.0> 10.3 石英チャー ト 内 lOYRG/4にぶ い 黄 やや良
内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

千萱

外 5YR5/4にぶい赤褐 外面体部へラケズリ、底部付近タテハ

4 土師器 斐 <7.7> 7.5 石英長 石 白雲母 内 10YR5/3に ぶ い 黄 やや良 ケ。

樫 内面 ヨコハケ。

5号住居跡 （第 28図）

位置 F8グリッドに位置している。 規模 南北 3.1m以上 ×東西 4.2m以上の方形であるとみられる。

重複関係 出土遺物 ・土層の観察から 6号住居跡より新しい。 主軸方位 N 35° W。 壁 壁高は

42cmで、ほほ垂直に立ち上がる。 床 ほぼフラットで、硬化面が確認できた。また、一部撹乱を受けてる。

ピッ ト 確認できなかった。 炉 確認できなかった。 覆土 自然堆積である。 遺物 覆土上層～床面

直上にかけて出土したが、個体になるものは少ない。住居北西部の床面直上からはほぼ完形の査 （3）が 1点

出土している。 所見 出土遺物、住居の形態から 5世紀後葉に属するとみられる。

ポ＼j¥( ~I~ 
/I I 旦 iII¥ （ 日 ~B

5号住居跡土層説明 （A・ B) 

I 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、φ0.5cmロームプロッ ク微量。

2 黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒中量、</J0.5～ l cmロームプロック少量。

3 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロ ムプロ yク少量。

m褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多:lli；、</J0.5rmロームプロ ック微量。

H苦悩色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームブロック中:ill；。

思褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多盆、ゆ0.5cmロームプロ yず少量。

Hi}褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロック中量。

'R褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ 1cmロームプロック中品。

焼土粒微量、炭化物微量。6号住居跡覆土。

9 ！！！褐色よ しまりあり 、粘性あり。ローム粒中ill；、φ0.5～ lcmロームプロyク少量；。

焼土粒｛妓hl、炭化物微量ロ6号住居跡覆土。

10 w.褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5-I cmロ ムプロ yク中量。

焼土粒少量、ゆ0.5cm焼土プロック少孟、炭化物中量。6号住居跡夜土。
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第 28図 5号住居跡 ・5号住居跡出土遺物
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表13 5号住居跡出土遺物観察表

外面白縁部ヨコナデ。体部器面摩滅。

土師器 ｜ 碗 I (12.1) I 5.7 I 4.3 1石英長 石白雲母 l5YR5/8明赤褐 ｜ 良 ｜下半ヘラケズリ、キザミ。 ｜赤彩

内面口縁部ヨコナデ。体部器面摩滅。

2 I 土師器 ｜ 高杯 ｜ 一 ｜く10.4>I 一 ｜石英長石白雲母 l5YR3/6暗赤褐
｜やや良｜外面体部ヘラミガキ。

内面ヘラミガキ。
｜赤彩

外面白縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ

3 I 土師器 ｜ 査 I (14.8) I 27.1 I 7.8 ｜石英長石白雲母 ｜町R6/6明黄褐 ｜ 良 ｜後、上半ヘラナデ。

内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

6号住居跡（第 29・30図）

位置 F8グリッドに位置している。 規模 3.5× 3.Smの方形の住居である。 重複関係 出土遺物・

土層の観察から 5・10号住居跡より古い。 主軸方位 N -35° -W。 壁 壁高は 3lcmで、ほぼ垂直に立

ち上がる。 床 ほぼフラットである。 ピット確認できなかった。 炉確認できなかった。 覆土 自

然堆積である。覆土下層では焼土が多量に確認され、炭化物・炭化材も確認された。 遺物 覆土上層～床面

直上にかけて出土した。 所見 出土遺物、住居の形態から 4世紀前半代に属するとみられる。また、覆土中

で確認された焼土・炭化材から焼失家屋であるとみられるが、屋根部材となる炭化材は圧倒的に少ない。

A 

調 査区外

10号住居跡

ーム29.8
A’ 

。 2m 

6号住居跡土層説明（A)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック中量。

焼土粒微量、炭化物微量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

4 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック多量。

焼土粒微量、炭化物微量。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcm ロームプロック中量。

焼土粒少量、 φ0.5cm焼土プロック少量。炭化物中量。

。 10 cm 

第29図 6号住居跡 ・6号住居跡出土遺物
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表 14 6号住居跡出土遺物観察表

i可a 種~lj 器稜
法f置 （cm)

口径 線高 底径

1 土日市器 E宛 9.1 6.0 2.5 

2 土師器 粗製器台 (10.2) 10.8 11.7 

3 土師器 査 13.3 く7.8>

4 土師器 宝士::;: 14.9 く15.3>

5 土師器 ~ (166) く100>

7号住居跡 （第 31・32図）

ぐイl

4 。 10 cm 

第 30図 6号住居跡出土遺物

』台土 色関 焼成 成象形技法の特徴 備考

外面 白縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

白雲母白色粒 5YR6/6燈 良
後、丁寧なナデ。

内面白縁部ヨコナデ。体部へラナデ後、

ヨコナデ。

外面台部ナデ。脚部タテハケ、底部付
台部と脚

石英長石白雲母 5YR5/6明赤褐 良
近指頭痕。

部に穿孔
内面台部ハケ後、ナデ。脚部ヨコハケ、

指頭痕。
はない。

石 英長石白雲母 5YR4/8赤褐 良
外面 口縁部へラミガキ。

赤彩
内面 口縁部へラミガキ。

外面 白縁部へラミガキ。体部タテハケ

石英 長 石 白雲母 5YR5/6明赤褐 やや良 後、へラミガキ。器面摩滅。 外面赤彩

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

外面 口縁部タテハケ後、ヨコナデ。体

石 英長石白雲母 5YR5/6明赤褐 良 部タテハケ ヨコハケ。

内商 口縁部ヨコハケ。体部へラナデ。

位置 F8グリッドに位置している。 規模 南北 2.2m以上×東西 3.6m以上の方形で、あるとみられる。

重複関係 出土遺物から 8号住居跡より新しい。 主軸方位 N -29° -E 。 壁 壁高は 44cmで、緩や

かに立ち上がる。一部撹乱を受ける。 床 ほぼフラ ットで、硬化面の範囲を検出している。 ピット 1基

確認している。 p1 . 18×2lcm、深さ 19cm。住居の南壁際で確認していることから、出入り口ピ ットである

とみられる。 カマド 確認できなかった。 覆土 自然堆積である。一部撹乱を受ける。 遺物 覆土上層

～下層にかけて出土した。 所見 出土遺物と住居の形態から、 8世紀後葉～ 9世紀前葉に属するとみられる。

7号住居跡土層説明 （A)

1 里褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

炭化物微量。

黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロッテ少；盈。

暗褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒微量、 φ0.5rmロームプロック微量。

H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5cmロ ムブロ yク少量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 r/J0.5 -1 cmロームプロック中量。

褐色土 しまりあり 、粘性あり 3 ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロ ムブロ yク少量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ O.Srmロームプロック少量。

7号住居跡p1土層説明 （B)

oo 1 ag褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多景、 φ0.5cmロームプロック中量。

炭化物微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック多量。

。 2m 

第 31図 7号住居跡
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第32図 7号住居跡出土遺物

表 15 7号住居跡出土遺物観察表

外面：ロクロ整形。体部下部ヘラケズリ。

良 ｜底部へラケズリ。

内面・ロクロ整形。

2 
外面：ナデ。

内面白ナデ。

8号住居跡（第 33・34図）

位置 F7・8グリッドに位置している。 規模 南北4.55m以上×東西4.0mの長方形の住居で、ある。

主軸方位 N-30° -W。 重複関係 出土遺物と土層の観察から 7号住居跡より古く、 1号溝跡より新しい。

壁壁高は 33cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。一部撹乱を受ける。 床 ほぼフラットで、硬化面の範囲を

検出している。住居の中央部分は撹乱によって床面が壊されている。 ピット 確認できなかった。 炉住

居内北東部においてわずかに焼土の範囲と硬化面を検出した。 覆土 自然堆積である。覆土中層～下層にか

けて焼土・炭化物が多量に確認されている。 遺物 覆土上層～床面直上にかけて出土している。個体となる

ものは住居北壁付近に集中している。 所見 住居覆土中から多量の焼土・炭化物が確認されたことから焼失

家屋であるとみられる。また、住居北西部で確認された炭化物は篠状の細い形状をしていた。出土遺物と住居

の形態から、 5世紀後葉に属する。

B’ 

調査区外

〈

8号住居跡土層説明（A・ B) 

1 黒褐色土

き3区 2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 黒褐色土

7 褐色土

しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、 φ0.5cmロームプロッ

ク少量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプ

ロック少量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～2cmロームプ

ロック中量。焼土粒少量、 φ0.5cm焼土プロック微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブ

ロック中量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームプ

ロック少量。焼土粒中量、 φ0.5～3cm焼土プロック少量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロッ

ク微量。焼土粒微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブ

ロック中量。

__]_29.8 B’ 
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第33図 8号住居跡
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表 16 8号住居跡出土遺物観察表

土師器 ｜ 杯
外 5YR5/6明赤褐

良
外面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

13.8 I 6.6 I ー ｜石英長石白雲母
内 7.5YR5/4にぶい褐 内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ

石英白雲母チャー
やや良

外面口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ。
(14.ol Iく4.7> I ー｜ト 5YR5/6明赤褐

内面 口縁部ヨコナデ。体部器面摩滅。
2 I 土師器 ｜ 杯

3 I 土師器 ｜ 杯 9.5 I 4.8 I ー ｜石英白雲母 10R4/6赤 良
外面 口縁部体部へフミカホキ。 ｜赤彩

内面口縁部ヨコナデ。体部ヘラミガキ。

外面口縁部ヨヨナデ。体部ヘフケズリ Il外商赤彩

後、ヘラナデ。 底部へラ8.9 I 6.2 I 2.9 1石英白雲母 I 10R5/6赤
｜ 良 ｜ 内面口縁部ヨコナデ。体部ヘラナテ後、記号

ヘラミガキ。

4 I 土師器 ｜ 碗

5 I 土師器 ｜ 壷 (9.6) ｜く9.6> I 一 ｜石英長石白雲母 l7.5YR5/6明褐
外面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

｜ 良 ｜ 内面 口縁部ヨコナデ。体部指頭痕。

外面赤彩
外面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。 内面頚部

く14.2>I 3.8 ｜石英長石白雲母 l5YR4/8赤褐
｜ 良 ｜ 内面 口縁部ヨコナデ。体部指頭痕。 まで赤彩

6 I 土師器 ｜ 壷

外面 口縁部ヨコナデ。体部上半ヘラナ

デ後、ヘラミガキ。下半ヘラケズリ後へ
外 7.5YR6/6糧

良 ｜ラミガキ。 ｜二次被熱16.2 I 31.l I 7.2 ｜石英長石白雲母 ｜ 内 5YR6/6糧
内面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ、

7 I 土師器 ｜ 壷

指頭痕。

外面口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

1 YR I ~こぶし黄｜ ｜後上…デ
17.6 I 25.7 I 7.0 I石英長石白雲母｜澄 内面口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。

内 7.5YR6/6｛萱 底部付近ヘラミガキ。

s I 土師器 ｜ 墾

9 I 土師器 ｜ 甑 (22.sJ I 29.o I 6.6 ｜石英長石白雲母 17目5YR4/4褐
外面口縁部ヨコナデ。体部へフケズリ。

｜ 良 ｜ 内面白縁部ヨコナデ。体部へラミガキ。

9号住居跡（第 35図）

位置 F7グリッドに位置している。 規模 南北2.8m以上×東西2.55m以上のO 主軸方位 N -50° 

-w。 壁壁高は 35cmで、ほぼ直に立ち上がる。 床 ほぼフラットで、硬化面を確認している。 ピッ

ト確認できなかった。 炉・カマド確認できなかった。 覆土 自然堆積である。 遺物覆土上層から

下層にかけて出土したが、個体になるものは見受けられなかった。 所見 出土遺物と住居の形態から、平安

時代に属するとみられる。

10号住居跡（第 35図）

位置 F8グリッドに位置している。 規模 南北 l.8m以上×東西 1.6m以上で、あるが、大部分は調査区

外となる。 重複関係土層の観察から SI 06より新しい。 主軸方位 N-40° ・W。 壁壁高は52cmで、

ほぼ垂直に立ち上がる。 床 ほぼフラット。 ピット 確認できなかった。 炉・カマド確認できなかっ

た。 覆土 自然堆積である。 遺物確認することは出来なかった。 所見 出土遺物がみられなかったた

め正確な帰属時期は不明だ、が、重複している 6号住居跡が4世紀であることから、 4世紀以降と考えられる。

A A’ ＠ 
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硬化面

調査区外
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二云f
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10号住居跡土層説明 （A)

1 暗褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロ ック少量。

焼土粒微量。

2 陪褐色土 しま りあり、粘性あ り。ロ ム粒多量、φ0.5～ lcmロ ムプロ ァク中量。

焼土粒微量。

3 褐色土 しま りあり、粘性あり。ロ←ム粒多量、φ0.5cm口←ムプロ ック多量。

焼土粒微量。

4 黒褐色土 しま りあり、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ0.5～ lcmロ ムプロ yク中量。

焼土粒微量、炭化物微量。6号住居跡覆土。

5 里褐色土 しまりあり、粘性あ り。ローム粒中量、φ0.5～ 1cmロ ムプロ yク少量。

焼土粒微量、炭化物微量。6号住居跡覆土。

9号住居跡土層説明 （A)

1 里褐色土 しまりあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロ yケ中量。

暗褐色土 しま りあり、粘性あり。ロ ム粒多量、q,0.5～2cmロームプロ ック中量。

暗褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロ ック中量。

焼土粒少量、ゆ0.5cm焼土プロ ック微量、炭化物微量。

里褐色土 しま りあ旬、粘性あり。ロ ム粒中量、ゆ0.5～ 1cmロ ムプロ ッテ少量。

H音褐色土 しま りあり、粘性あ り。ロ ム粒多量、<P0.5 -1 cmロームプロ ソク金量。

11号住居跡 （第36図）

位置 D9グリッドに位置している。 規模 南北 2.85m以上×東西 2.2m以上で、あるが大部分は調査区外

となる。 主軸方位 N -42° -W。 壁 壁高は 18cmで、ほほ垂直に立ち上がる。 床 ほほフラッ トで、

硬化面の範囲を確認している。壁周溝が巡る。 ピット 確認できなかった。 炉 確認できなかった。 覆

土 自然堆積である。 遺物 覆土上層～覆土下層にかけて出土しているが、出土数は少ない。住居南東隅か

ら器台と土玉が出土している。
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所見 出土遺物と住居の形態から 4世紀前半代に属するとみられる。

11号住居跡土層説明 （A)

1 里褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～2cmロームプロ ック中iiJ:。

焼土粒微量。

2 u:r褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、q,05～2cmロームプロyク少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

3 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロック少量。焼土粒微量。

A 

3 

A 

日
U

一心

2m 

10 cm 。
2 

第36図 11号住居跡・ 11号住居跡出土遺物

表 17 11号住居跡出土遺物観察表

種別 器稜
法量（cm)

始土 色調 焼成 成整形技法の特徴 備考No. 
口径 務省1 底径

外回口縁部ヨコナデ。体部へフミガキ。

外 2.5YR5/6明赤褐 台部に三角形の透孔4箇所。 脚部内面
1 土師器 S白uヨ、 20.2 13.6 16.5 石英 海綿骨針

内 lOYRにぶい黄糧
良

内面 台部へラミ カeキ。脚部へラナデ。以外赤彩

円形の透孔3箇所。

外田 口縁部タ ァハケ後、ヨコナデ。体

良
部タテハケ。

2 土師器 斐 (166) <5.2> 石英白 雲 母 7.5YR6/6 t萱
内面 口縁部ヨコハケ後、ヨコナデ。体

部へラ ナデ。

r.kl. I 種別
法量 （cm)

奈さ ｜ 中高 ｜ 厚さ
備考器種 重さ （g) 成 ・整形技法の特徴ほか

土製品 ｜ 土玉 ｜直径 2.sI孔径 0.6I 3.0 23.55 1ナデによる整形。一方向からの穿干し。石英を含む。

13号住居跡 （第37・38図）

位置 C9、D9グリッドに位置している。 規模 南北 4.5m ×東西 4.0m以上の方形になるとみられる。

主軸方位 N -13° -W。 壁 壁高は 27cmで、ほほ垂直に立ち上がる。 床 ほぼフラットで硬化面を
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確認しているが、住居中央部分は大きく撹乱を受けている。出入り口とみられる住居南側では、ピットの周囲

に周堤状の高まりを有している。 貯蔵穴 住居南東隅で検出しており、54cm×56cm、深さ 25cmを測る。 ピッ

ト 4基確認している。 p1:26×29cm、深さ 42cm。p2:24×25cm、深さ 22cm。p3:25×25cm、深さ 46cmo

p 4: 28×30cm、深さ llcm。柱穴になるものはPl～p 3で、 P4は出入り口ピットであるとみられる。

カマド・炉確認できなかった。 覆土 自然堆積である。覆土中層～下層にかけて焼土・炭化物が多量に確

認されている。 遺物 南壁から東壁に沿うような形で遺物が出土している。また、カマドがあったとみられ

る東壁付近からは、土製の模造鏡（8）が覆土の下層から出土している。 所見 覆土中から焼土・炭化材を

多量に確認したことから焼失家屋とみられ、出土遺物と住居の形態から 5世紀後葉に属するとみられる。
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13号住居跡土層説明（A・ B) 

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

1 3号住居跡P2土層説明（C)

1 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック少量。

2 褐色土 しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、 </J0.5～ 1 cmロームプロック少量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

焼土粒少量、炭化物微量。 1 3号住居跡P3土層説明（E)

3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。 1 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

焼土粒少量、ゆ 0.5～2cm焼土プロック少量、炭化物中量。 2 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームプロック多量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。 3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロック多量。
黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

炭化物少量。 1 3号住居跡P5土層説明（ F)

6 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロック中量。 1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 </J0.5cmロームブロック微量。

炭化物微量。
13号住居跡P4土層説明（C)

1 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。

炭化物微量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。炭化物微量。

1 3号住居跡p1土層説明（D)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。

焼土粒微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロック少量。

第 37図 13号住居跡
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表 18 13号住居跡出土遺物観察表

トlo. 種別 骨量種

1 土師器 杯

2 土日市器 河：

3 土師器 杯

4 土師器 主本

5 土師器 宜古2: 

6 土師器 ヨE

7 土師器 ~ 

No. 種別 器種

8 土製品 模造鏡

口径

138 

(138) 

13.2 

11.6 

15.6 

(15.6) 

(148) 

長さ

8.3 

法ill:(cm) 

務iWi

6.5 

<5.5> 

5.0 

9.4 

<8.2> 

く11.1>

く11.5> 

8.1 

足主後

4.0 

原さ

LS 

5 

6 

ピ二日

7 
。

第 38図 13号住居跡出土遺物

胎土 色調 焼成 成主主形技法の特徴

外面 口縁部ヨコナデ。体部ヘラケズリ

石 英長石白雲母 5YR5/6明赤褐 良
後、へラナデ。

内面口縁部ヨコナデヘラナデ。体部

へラミカaキ。

外回 口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

石 英長石白雲母 5YR4/6赤褐 良 後、へラナデ。

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

石 英長石白雲母
外 10YR4/2灰賞褐

やや良
外国 口縁部ヨコナデ。体部器国摩滅。

内 5YR4/6赤褐 内面 白縁部ヨコナデ。体部器面摩滅。

外回 口縁部ヨコナデ。体部へラケズリ

石 英長石白雲母 10R6/6明黄褐 良 後、へラミガキ。

内面 口縁部ナデ。体部へラミガキ。

外面口縁部ヨコナデ。体部へラミガキ。

石 英長石白雲母 やや良 内面 白縁部ヨコナデへラミカeキ。体

部へラナデ。

石 英長石白雲母
外 7.5YR4/3褐

良
外面 口縁部～体部へラミカ’キ。

内 5YR6/6f畳 内面口縁部ヨコナデ。体部へラミガキ。

外 10YR6/4にぶい黄
外面白縁部ヨコナデ。体部へラミガキ。

石 英長石白雲母 4歪 良

内 5YR6/6樫
内面 口縁部ナデ。体部へラミガキ。

丞さ （g) 成 －援形技法の特徴ほか

168.93 
鐙欠損。鏡面はヘラナデによる整形。文様面は指ナデによる整形。石英

長石白雲母を含む。

-35-
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14号住居跡（第 39図）

南北4.3m以上、東西3.5m以上の方形とみられる。規模B 9 ・ C 9グリッドに位置している。位置

ほぼフラットで硬化面を床壁高は 20cmで、ほほ垂直に立ち上がる。壁E 。N -35° 主軸方位

P 1 : 56cm×50cm以上、深さ 70cmを測る。l基確認している。ピット確認しているが、一部撹乱を受ける

覆土上層～床面直上にかけて出土して遺物自然堆積である。覆土確認できなかった。炉・カマド

いるが、土器は小片がほとんどで、個体になるものはない。床面直上からは石製模造品が4点出土している。

出土遺物と住居の形態から 5世紀後葉に属するとみられる。

14号住居跡土層説明（A・ B) 

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロック少量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmローぷプロック多量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 <P0.5cmロームブロック中量。

14号住居跡p1土層説明（C)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒少量、 φ0.5cmロームプロック微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック中量。

3 褐色士 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック多量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック中量。
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14号住居跡.14号住居跡出土遺物第 39図

14号住居跡出土遺物観察表表 19

l筒所未穿孔全面研磨。一方向からの穿孔。

全面研磨。一方向からの穿孔。

全面研磨。一方向からの穿孔。

全面研磨。一方向からの穿孔。

全面研磨。一方向からの穿孔。

全面研磨。一方向からの穿孔。
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15号住居跡 （第40図）

位置 B9・C9グリッドに位置している。 規模不明。 主軸方位不明。 壁不明。 床硬化面

等を確認することは出来なかったが、調査区壁面において一部硬化している層を確認している。 ピッ ト 1 

基確認している。P1 : 34cm×38cm、深さ 153cmを測る。 炉 62×82cm、深さ lOcmを測る。 覆土 自然

堆積である。 遺物 確認できなかった。 所見 遺物の出土もなく、他の遺構との重複関係も認められない

ため、帰属時期は不明である。
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第40図 15号住居跡

15号住居跡土層説明 （A～C) 15号住居跡p1土層説明 （D)

1 Alf褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロッデ中量。 1 H昔褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5cmロームプロック微量。

2 灰褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロッケ少量。 2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、φ0.5cmロームプロック少量一

焼土粒少量。硬化面 （床面かけ 3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ 1cmロームプロァク少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロック少量。焼土粒微量。 4 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック多量。

4 褐色土 しまりあり 、粘性やや低い。ローム粒多量、中0.5cmロームプロッ 7中量。 5 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、申0.5cmロームプロ yク多孟。

焼土粒多量：、φ0.5～ 1cm焼土プロァク中量。被熱により脆u、。炉。 6 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、申0.5～2cmロームプロック多量。

A1f#?i色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5cmロームプロック多量。焼土粒少量。

H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、ゆ0.5cmロームプロック微量。焼土粒微量。

7 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ0.5～ 1cmロームプロ yク少量。

焼土粒少量。炉。

8 褐色土 しまりあり 、粘性やゃあり。ローム粒少量、φ0.5cmロームプロック微量。

焼土粒微量。

9 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒中量、ゆ0.5cmロ ムプロyク微量。

焼土粒微量、炭化物微孟。

10 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームブロァク少量。

第2節溝跡（第 41～ 44図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 l区で確認された溝跡は 16条である。位置・軸方位などの詳細は一覧表にて

記載した。調査区幅の制約から遺構の全体像が把握できないものが多く、 2・4号溝に関しては土坑である可

能性が高い。また、溝の多くは調査区の北側で確認されており、そのほとんどは中世に帰属するものである。

遺物の掲載に関しては基本的に遺構に帰属するものを主としているが、流れ込みとみられる遺物の中からも特

徴的なものは掲載対象としている。

表20 溝跡一覧表

遺構名
位窪

車自方位
規模（m)

深（mさ） 遺物 （推時期定） 備考
グリッド 上端中高 下端糖

l号溝 F7 N 85。 W 1.2 0.95 0.2 なし 不明

2号溝 F5 N 18° E 0.78 0.26 0.14 縄文土器骨 縄中葉文時代後期前～ 士坑か？

3号i茸 D9 N -50° -E 0.75 0.4 007 
縄文土器土師器

近世
陶磁器泥面子

4号溝 C9 N 80° W 1.6 1.2 0.61 縄文土器 縄文時代中期 つ 士坑か？

5号溝 B9 N -80° -E 0.97 0.78 0.43 縄文宙土器 土師器
須器土錘

平安
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6号溝 B9 N -78。－ E 1.5 0.45 0.5 縄須文恵土器器 土師器 、市

縄鍋陶磁文土器・かわらけ・7号溝 A10 11 N -74。－ w 1.65 1.25 0.17 15～ 16世紀 底面にピットを多数確認し、覆土は全体的に硬
器 化。道路跡であった可能性が考えられる。

8号溝 A 10 11 N -82° -W 0.9 0.42 0.22 陶器（天目茶碗） 15～ 16世紀

9号溝 AS 9 N-72。-E 2.17 0.73 0.4 縄-Ii；古文古ふ君土け？吾器鍋須磨恵iにお製器愉石陶斧か器 15～ 16世紀 覆土中に黒色土の硬化面を確認しており、道路
付わ且平ら岡 ・ 跡と考えられる。

陶磁

道路跡とみられる 7号溝と同様のピットが確認
10号溝 A11 N -79° -W 0.5 0.4 0.31 なし 15～ 16世紀？ されており、こちらは道路跡に付随する遺構と

考えられる。

11号溝 A10 N -76° -W 0.43 0.18 0.19 縄文土器・石血 中世？

12号溝 A7 8 N-78。 E 2.32 0.28 0.95 縄須茶骨文恵釜器土（器？か） h土u師ι器相・. 15～ 16世紀一 堀向跡か。ら底延面びの、幅L申は狭叫戸く時、薬h 研斤h状M をり呈北す東。方北出西に方延
＇.ノ陶ワ磁VJ器－珂吋・ びていく。自然－のt-1谷人地V」ゴ形ノldをし利E日用1rしているlと1-lJみら

れる。

堀跡とみられる。 底1谷：号面地号井形は講μ幅を左が跡利違が到あい新るし、oてし薬いい研l号。る状井1とに2戸み掘号跡ら潜り土製垂 込まれておら
13号溝 A6・7 N -71。－ w (3.9) 1.28 1.67 縄峠文つ土ー器...j...相・器 鍋 15～ 16世紀 と重複しておずh、

艮陶Ill磁J器－..L・骨聞I' と同様に、自然の てるみら

れる。

14号溝 AS・9 N 68。 E 0.65 0.33 0.18 縄文土器須恵器 15～ 16世紀 硬化面を確認。道路跡と考えられる 9号溝跡に
陶磁器 付随する遺構とみられる。

15号溝 A4・5 N 80° W (1.83) (0.7) 1.35 縄文土器・陶磁器 15～ 16世紀？ 覆土中に硬化面を確認。

16号溝 A5 N -6° -W 2.05 0.4 0.55 縄文土器土偶 中世？
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ミ三~
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B 

A’ 
調査区外

一色29.4 」よ

....A_ 29.6 A’ 

......＿＿＿...「／ 5号溝

3号溝

調査区外

3号溝跡土層説明

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック多量。

5号溝跡土層説明（A・ B) 

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

炭化物微量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック多量。

3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

炭化物微量。

7号溝跡土層説明（A)

1 日昔褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

2 灰褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

ゆ0.5cm赤褐色粒中量。全体的に硬化している。

8号溝跡土層説明（B)

1 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック少量。炭化物少量。

細砂混入。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性ゃゃあり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

細砂混入

10号溝跡土層説明（C)

1 褐色土 しまり強い、粘性やゃあり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック少量o

φな5cm赤褐色粒多量。全体的に硬化している。

2 褐色土 しまり強い、粘性やゃあり。ローム粒少量、ゆ 0.5～ lcmロームブロック少量。

ロームブロックがマープル状に混じる。全体的に硬化している。

11号溝跡土層説明（D)

1 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック少量。

全体的に硬化している。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

ーム28.4
A’ ~28.8 

六ミヲニプ 、y~》

同P矛f. 可宇一

c’ 
調査区外 仁）／

7・8・10・11号溝（1/200)

。 2m 

。 10m 

第41図 3・5・7・8・10・11号溝跡
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← 6__ 28.6 
11 

A 

9 . 14号溝 （112〔0)

9・14号溝跡土層説明 （A) 14号満跡土層説明 （B)

1 里褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ yク少量。炭化物微量。 1 H音褐色土 しまり強い、粘性あ l〕。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロ yク微量。赤褐色粒多量。
2 里褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量。 2 里褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロ γク少量。
3 a苦褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ yク少量。 3 黒褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ロ ム粒中量、ゆ 0.5cmロ ムプロ yク微量。
4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5～ lcmロ ムプロ yク中量。 4 侶色土 しま IJ強い、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロック少量。
5 里褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中盆、ゆ0.5cmロームプロック微量。硬化面。 赤褐色粒多量。

道路として使用されていた面か？ 5 灰褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロック少量。

6 E褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロ γク少量。赤褐色粒少量。 赤褐色粒中量。

7 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロ Yク多量。 6 褐色土 しまり強い、粘性やゃあり。ロ ム粒多量。赤褐色粒中量。

8 灰筒色土 しまり強い、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロームプロ γク少孟。赤褐色粒多iii:。 ロームプロ yクがマープル状に7昆さ’る。

9 lll'i褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロッテ少量。炭化物微量。 7 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプ口、ノク大量。

赤褐色粒少量。 8 灰褐色土 しまり強い、粘性あり。ロ ム粒中量；。赤褐色粒多量。

10 日昔褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多盆、ゆ 0.5～ 1cmロ ムブロック多量。 9 H音褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロック多量。赤褐色粒少量。

赤褐色粒少量。 10 H音褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒多量、¢ 0.5～ l cmロームプロック多量。
11 H音褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック中量。赤禍

色粒中五（。

12 H音褐色土 しまり強い、粘性あ IJ。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロァク多量。赤褐

色粒中量。

④ 

12号溝 （l/2CO)

B 

表土

A' 

14 

12号溝跡土層説明（ A) 12号満跡土居説明 （B)

1 H音褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ yク徴量。 1 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、¢ 0.5cmロームプロッデ微量。

時褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多丞。 2 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロ γク少量。

H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロ ック微量。 3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロァク少泣。

褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ yク少量。 4 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロック少量；。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多泳、φ0.5cmロームプロ yク中量；。 5 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多2；、φ0.5～ 1cmロ ムプロ yク中量。

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多孟、ゆ 0.5～ lcmロームプロック中量。 白色紙砂混入。

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック中量。 6 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロ ック少量。 7 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多丞、 φ0.5～ lcmロムプロ γク少量。

褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム泣多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。 φ0.5cm白色粘土プロック少量。

10 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、¢ 0.5～ 1 cmロ ムプロァク中量。 8 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ0.5cmロームプロ yク中量。

11 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、¢ 05～ l cmロームプロァク中量。 9 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cm口←ムブロ.， 7多量。

12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ yク少量。 10 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロック多量。

13 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒大量、 φ0.5cmロ ムプロック中孟。 11 褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒大量、申 0.5～3cmロームプロック多量。

14 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、φ0.5～ lcmロームプロック多量。 12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、¢ 0.5cmロームプロ yク多量。白色細砂混入。

13 1こぶい褐色土しまりあり 、粘性あり。ローム粒大量、ゆ 0.5cmロームプロック多量。白色細砂混入。

13号溝 （11200)

。 2 m 0 10m 

第 42図 9・12～ 14号溝跡
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B’ 

表土

A’ 

。 2m 

13号溝跡土層説明（A) 13号溝跡土層説明（B)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～cm1ロームプロック多量。 1 明賛褐色土しまり弱い、粘性なし。砂層。 1号井戸掘削時の天地返し。

2 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 ＜／＞ 0.5～3cmロームブロック多量。根に 2 にぶい しまりやや弱い、粘性なし。 φ0.5～ 1cm磯中量。砂諜層。

よるカクランを受ける。 黄櫨色土 l号井戸掘自IJ待の天地返し。

3 里褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。 3 褐色土 しまりややあり、粘性なし。 φ0.5cm白色粘土フーロック少量。シルト層。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック中量。 4 褐色土 しまりややあり、粘性なし。 φ0.5～3cm白色粘土フ。ロック中量。シルト層。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。 5 明褐色土 しまりややあり、粘性なし。 φ0.5～1cmロームブロック少量。砂層。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。 6 にぶい しまりややあり、粘性なし。 φ0.5～Zcmロームブロック中量。砂層。

7 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。 褐色土

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、 φ0.5～Zcmロームプロック中量。

8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック多量。

9 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 ＜／＞ 0.5～ 1 cmロームブロック中量。

2号溝 ・ 3号溝
I 
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第43図 2・3 ・5・7～ 9・11・12号溝跡出土遺物
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12号溝 13号溝

2 (1/2) 

三〉 。；口；D 。 10 cm 0 10 cm 

3 (1/2) 4 (1/2) 

第 44図 12 . 13・16号溝跡出土遺物

表21 2号溝跡出土遺物観察表

No. 種別 様相［
法最（cm)

2古土 色調 哲免Jil(; 成整形技法の特徴 知ti考
口径 器高 底径

外 10YR5/2灰賞褐 外面 口縁部に沈線を巡らす。体部LR 

1 縄文土器 i菜鉢 く10.0> 石英白雲母白色粒 内 10YR7/4にぷい黄 良 単節縄文を施文。 掘之内 I

澄 内面ナデ。

2 縄文土器 深鉢 <12.6> 8.2 
石英角閃石白雲母

5YR6/8燈 やや良
外面 ミカeキ。斜位の条線、を 2条確認。

堀之内E
海綿骨針赤色粒 内面粗いミガキ。

石英海綿骨主十赤色 外 5YR6/6樫
外国平行沈線を巡らし、$＇ 1J点状の表現

加曾利
3 縄文土器 深鉢 く9.5> 良 を加える。

中立 内 7.5YR3/l里褐
内面粗いミカeキ。

B2  

表 22 3号溝跡出土遺物観察表

トlo. 事~)J!J 音寺稜
法；庇（cm)

:m:さ （g) 成 主主形技法の特徴ほか
長さ 中高 j事さ

備考

土製品 泥面子 直径 3.5 0.9 6.87 
型に粘土を充撰して整形。裏面に指紋あり。文様は鳥とみられる。

石英を含む。

表 23 5号溝跡出土遺物観察表

No. 種別 号号稜
法澄 （cm)

胎土 色調 焼成 成整形技法の特徴
口径 苦号高 底径

備考

土師器 ｜ 皿 I (lLO) く2.5> 石英白雲母 2.5YR4/2暗灰黄 良
外面ロクロ整形。

内面 ロクロ整形。

2 I 須恵器 ｜ 高台杯 I I <17> I ｜石英長石 ｜ 良 ｜外面ロクロ整形。
内面 ロクロ整形。

トlo. 種別 器滋
日品 、~... , 

1立さ（g) 成整形技法の特徴ほか
長さ 申高 ~さ

備考

3 土製品 土錘 <3.1> 2.1 1.3 7.48 ナデによる整形。石英 白色粒を含む。

表 24 7号溝跡出土遺物観察表

No. 年重)JI] 器種
法量 （cm)

給土 色調 焼成 成 型監形技法の特徴 ｜ 備考
口径 器高 底径

1 土師器土器 かわらけ 8.9 2.0 5.7 石英白色粒赤色粒 5YR6/8指 良
外面 ロクロ整形。底部回転糸切り。

内面 ロクロ整形。ナデ。

表25 8号溝跡出土遺物観察表

No. 種別 器種
法盆 （cm)

E古土 色務 焼成 成 3整形技法の特徴 ｜ 備考
口径 器高 底f圭

陶器 茶碗 く4.0> 白色粒 2.5Y8/2灰白
堅綴 外面ロクロ整形。鉄紬。

内面 ロクロ整形。鉄紬。
｜天目

表26 9号溝跡出土遺物観察表

｜｜械（cm)
種別 器種 口径｜器高｜成後 E台土 色務 焼成 成整形技法の特徴 ｜ 備考

I (3.S) I <S.4> I -
外面 白縁部ヨコナデ。口唇部に指によ

陶器 播鉢 石英長石 10YR5/2灰黄褐 堅綴 る押圧。体部へラナデ。

内面 ヨコナデ。
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表27 11号溝跡出土遺物観察表

表28 12号溝跡出土遺物観察表

外面 ロクロ整形。口唇部油煙。底部図
1 1土師質土器｜ 灯明皿 良 転糸切り。

内面 ロクロ整形。口唇部油煙。
外商 ロクロ整形。口唇部油煙。底部回

2 ｜土師質土器｜ 灯明皿 I (10.0) I 2.4 I 5.2 ｜白色粒赤色粒 isY問 16澄 良 転糸切り。
内面 ロクロ整形。口唇部油煙。

3 1土師質土器｜ 鍋 ｜ 一 ｜ くs.3> I 一 ｜石英 白雲母 赤色粒｜外内 ~~~~~~~糧黒褐 良
外面ナデ。スス付着
内面ナデ。

4 I 陶器 斐 I (32.ol Iく7.1> I ｜石英長石

表29 13号溝跡出土遺物観察表

4 

表30 16号溝跡出土遺物観察表

第3節土坑（第45～ 52図）

l10YR4/2灰黄褐 堅綴
外面ヨコナデ。
内面 ヨコナデ。

手植形土製品の柄とみられる。ナデによる整形。穿孔2筒所。石英 白雲
母を含む。

ミミズク型土偶腕部。ナデによる整形後、沈線を施し、刺突表現を加える。，， , 
｜安f丁I石英・長石・白雲母を含む。

｜常滑

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区で確認された土坑は 27基である。位置・軸方位などの詳細は一覧表にて

記載した。確認された土坑のほとんどは縄文時代に属する土坑で、分布域に若干の差がみられる。調査区の

南側～中央部にかけては袋状・フラスコ状土坑がみられ、分布状況は密ではない。調査区の北側に移ると、 12

号溝（堀）の西側で遺構が多く確認され、炉跡とみられる浅い土坑や検出面から底面までが 1.5m以上を測る

円筒形の土坑など、遺構数は増加し、分布状況は密となる。 15・21・25号土坑はいずれも円筒形を呈す土坑で、

15号土坑は深さが2mを超える。 25号土坑は 10号土坑に一部削平されていたものの、覆土中から注口土器と

大量の貝が確認されたことが注目される。なお、貝の詳細は第7章にて記載する。

古墳時代、奈良・平安時代の土坑はほぼなく、中世の土坑が 12号溝の周囲で確認されるに留まる。中でも

12号溝に隣接する形で確認された 11号土坑は馬が埋納された土坑で、ほぼ全身が出土している。
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表 31 土坑一覧表

遺構名
位置

軸方｛立
規模 （m) 深さ 平面

造物 時期 備考
（グリ ッド） 長軌×短軸 (m) 形態

l号土坑 F 10 N -77° -W 1.66×1.28 0.32 方形
縄文土器土師

古墳～奈良
2号住居跡と重複。 1号土坑が新しいと判断

器鉄i宰 される。

2号土坑 F9 N 5。 E 1.75 x 1.63 0.87 円形 縄文土器 縄文時代中期中葉 袋状土坑。

3号土坑 F9 N -44。－W 1.25 x 0.97 0.62 円形 縄文土器 縄文時代中期中葉 袋状土坑。

5号土坑 F 9 10 N -84° -E 1.63× （073) 0.69 不整形 縄文土器 （細片）不明

6号土坑 F6 7 N 85° E 110 x (047) 0.69 円形 縄文土器
縄文時代中期中苦笑～ 袋状土坑。カクランによって遺構の半分は消
後葉 失している。

7号土坑 E 10 N -7° -W 1.95× （085) 0.66 円形 なし 不明

8号土坑 E9 N 58。 W 1 0×0.9 0.32 円形 縄文土器 （細片）不明 一部焼土を確認。炉跡ヵ？

縄文時代中期中葉
フラスコ状土坑。上層は曽谷式が出土した掘

9号土坑 B9 N 8° W 2.5× （1.6) 0.95 円形 縄文土器
後期後葉

り込みで、フラスコ状土坑自体は阿玉台に属
する。

10号土坑 AS N 8° W 2.79×1 .8 0.64 方形 なし 15～ 16世紀？ 12号溝と重複。新｜日関係は不明。地下式抗力？

馬埋納坑。肋骨と前足の一部を除いて、ほぽ

かわらけ鍋
全身が出土。頭部は頚部をねじって無理矢理

11号土坑 AS N -77。－E 1.75×1 18 0.68 方形 15～ 16世紀 土坑内に押し込んでいるような状況。 また、
馬骨

後足も土坑内にl／文まらず、こちらは足がはみ

出る部分のみ土坑を拡張している。

12号土坑 A6 N 20° E 118×1 14 111 円形
縄文土器官

縄文時代後期前業
獣骨魚骨

13号土坑 A6 N 21° W 1.2×l 11 042 円形 縄文土器
縄文時代後期前菜

堀之内期の土坑と安行期の土坑が重複。
後葉

14号土坑 A5 N 66。 E 1.43 x 0.94 0.73 椅円形 縄文土器 縄文時代後期前菜

15号土坑 A5 N 匂 85。－E 1.2×l .0 2.25 円形 縄文土器 縄文時代晩期前業
大型土坑。16号土坑と重複。15号土坑が新
しい。

16号土坑 A5 N -68。－W 1.52× （119) 083 不整形 縄文土器 縄文時代後期前菜 15号土坑と重複。16号土坑が古い。

18号土坑 A6 N 84。 w 0.96 x 0.8 0.28 円形 縄文土器 縄文時代後期前業？

19号土坑 A5 N -6。－W 118 x LO 0.34 円形 縄文土器 縄文時代後期

20号土坑 A6 N -40° -W 0.97 x 0.82 0.22 円形 縄文土器 縄文時代後期

21号土坑 A7 N -8° -E 116 x 1.11 1.53 円形 縄文土器
縄文時代後期後葉～

大型土坑。遺物少量。
I晩期前葉

22号土坑 A5 N -67。－w 1.32 x 0.97 0.86 楕円 縄文土器 縄文時代後期中葉

23号土坑 A5 N -84。－W 118 x (0.63) 0.55 （円形） 縄文土器 縄文時代後期前葉

24号土坑 A6 N 8° E 2.0 x 0.9 1.51 長楕円 縄文土器 縄文時代後期 陥し穴。別遺構 （ピット？ ）と重複か？

縄文土器注目
大型土坑？貝が大量に堆積した居の直上に口

25号土坑 AS （不明） (084）×0.79 0.53 円形 土器貝輪貝 縄文時代晩期前業
縁部と注目部が欠損した注口土器が正位置で

filk骨魚、骨
出土。貝輸は底面直上から出土。10号土坑と
重複。25号土坑が古いと判断される。

29号土坑と重複。26号土坑が古いと判断さ
26号土坑 AS N 85° E 2.22× （1.93) 0.49 方形 なし 15後半～ 16世紀 れる。ピット 2基を確認。底面で一部被熱範

囲を確認しているが、部分的である。

27号土坑 AS （不明） (07）× （0.34) 0.16 （円形）
縄文土器骨角 縄文時代後期後葉～ 11 29号土坑と重複。両土坑よ り古いと判断
器 晩期前葉 される。

28号土坑 AS N -86。－E 1.98× （1.2) 0.2 方形 なし 15～ 16世紀？ 11号土坑と重複。11号土坑より古い。

地下式抗。天井部は崩落。多くの縄文土器は
29号土坑 AS N 57° E 1.85× （1.8) 1.43 方形 縄文土器 15～ 16世紀？ 流れ込みである。26号土坑と重複。29号土

坑が新しいと判断される。
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2号土坑土居説明
2号土坑

3号土坑 0 
2m 

3号土坑土層説明

1 黒褐色土 しま りあり、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5～ lcmロームプロ yク中量。 1 暗f8色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。炭化物微量。

後世掘り 込み。 2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒少量、φ0.5～ lcmロ ムプロ ァク微量。

里褐色土 しま りあり、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5cmロームプロ yク微量。炭化物少量。 炭化物彼走。

H音褐色土 しま りあり、粘性あり。ローム粒中llLφ0.5cmロ ムプロ ンク少量。炭化物少量。

H音筒色土 しまりあり、粘性あ り。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロ ァク少量。焼土

粒少量、炭化物少量。

5 H音絹色土 しま りあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロ ック少量。

炭化物微量。

6 H音褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒中量、φ0.5～ lcmロ ムプロ ァク少丞。

炭化物微量。

褐色土 しまりあり、粘性あ り。ロム粒少量、φ0.5cmロ ムプロ yク微量。

H音褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロ yク少量。

褐色土 しま りあり、粘性あり。ロ ム粒j,量、φ0.5cmロームプロ yク少量。

第 45図

H音m色土 しま りあり、粘性あり。ロ ム粒少量、 φ0.5～ 1cmロ ムプロ yク微量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ0.5cmロ ムプロ yク少量；。

H音f白色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。

炭化物微量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あ り。ローム粒中量、φ0.5～ 2cmロームプロ yク中畳一

階褐色土 しまりあり、粘性あ り。ロ ム粒中量、φ0.5～ lcmロ ムプロ yク少量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、¢ 05～2cmロームプロ yク中量。

2・3号土坑
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9号土坑

6号土坑土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～ 5cmロームプロック多量。

崩落土。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ｝ム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物少量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロック少量。

焼土粒微量、炭化物少量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

時褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

8 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

焼土粒微量、炭化物微量。

9 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒少量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

焼土粒微量。

9号土坑土層説明（1～4層曽谷、 5～13層阿玉台）

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 2cmロームプロック微量。

炭化物微量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。炭化物微量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

炭化物微量。

8 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

9 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

10 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

11 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5-lcmロームプロック少量。

12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック中量。

13 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

11号土坑土層説明（A・ B) 

1 灰褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 3cmロームブロック多量。

¢ 0.5～3cm白色粘土プロック少量。

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2ロームプロック多量。

φ0.5cm白色粘土ブ＠ロック少量。

3 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック多量。

4 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 2cmロームプロック中量。

φ0.5～ 1 cm白色粘土プロック量。

凶

調 査 区 外

④・≪：1 

11号土坑

⑧ 

云主YI,:

11 
。 2m 

12号土坑

11号土坑（馬骨微細図）

。 1 m 

12号土坑土層説明

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック少量。

炭化物微量。獣骨混入。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。獣骨・貝混入。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 0.5cmロームブロック微量。

5 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。

6 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。貝混入。

7 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

8 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、¢ 0.5～ 1 cmロームプロック少量。

9 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ臥5cmロームプロック少量。貝混入。

10 灰褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック少量。

11 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。

獣骨混入。

13号土坑士層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。炭化物微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。炭化物少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lmロームブロック中量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。

第46図 6・9・11～ 13号土坑
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15・16号土坑土層説明

1 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中豆、φ0.5cmロームプロ yヲ微量一 炭化物微量。

2 HiH/J色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロ yク少量：。

炭化物微量。

しまりあり、枯性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロ・； 7微量。

炭化物微量。

4 H音褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり 。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロ ムプロック微量。

炭化物微量。

しまりやゃあり 、粘性あり 。ローム粒多量、φ0.5cmロームブロ yク微記；。

しまりややあり 、粘性あり 。ローム粒多量、中0.5～ lcm ロ ムプロ yク少iii:,

しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、q,0.5～ l cmローム7ロyク中量。

焼土粒少量、炭化物微量。紛れたような焼土プロ γク （赤褐色土）混入。

しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒中量、q,0.5～ l cmロ ムプロァク少量。

壁崩落土フ

9 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム松少量。

10 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少品。

21号土坑土層説明

1 E褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロック少量。

炭化物少量。

2 DI}！日色土 しま りあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～3cmロームプロ yク中量。

炭化物被量。

しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、q,05～ l cmロームプロ yク微量。

炭化物微量。

4 H音褐色土 しまりややあり 、粘性あ I）。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック多量。

炭化物微量。

5 日音褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～2cmロームプロァク多量。

6 里褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多:iii；、φ0.5cmロームプロック中；泣。炭化

物微量。

しまりややあり 、粘性あり。ローム粒多量、品0.5～3cmロームフロック中量。

炭化物微量。

23号土坑土層説明 （1～4層後世掘り込みか つ）

l 里褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量。焼土粒微量、炭化物微量。

2 黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒中量、φ0.5cmロームブロ yケ微量。

3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量。炭化物微量。

4 日音褐色土 しまりあ旬 、粘性あり。ローム粒中量、焼土粒微量、炭化物i数量。

5 暗褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ0.5～ lcmロ ムプロック少量。

ゆ0.5～ 2cm擦少量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロ yク多量。

26 27・29号土坑
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3 褐色土
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褐色土
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3 E音褐色土

表土

7 lllff褐色土

24号土坑

/ - I ⑨ 
え1¥ 調 査区 外

・I A Fτ；坑 ＼－
A 

24号土坑土層説明 （1～4層別ピットとみら れる）

1 暗褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームブロッ ク少量。

2 日苦褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ 1cmロームプロック少量。

炭化物微量。

しまりあり 、粘性あり。ロ←ム粒多量、q,0.5cmロームプロッア中量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5cmロ ムプロァク少量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、＜／＞ 0.5cmロームプロック多量。

しまりあり 、粘性あり 。ローム粒多量、q,0.5～ 1 cmロームプロック多量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒大量、φ0.5-3cmロ ムブロック多量。

しまりあり 、粘性あり。ローム粒大量、φ0.5～ lcmロームブロック多量。

6 褐色土

一一一ケ＼三一一一
里褐色土

日昔褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

2m 

15・16・21・23～ 27・29号土坑
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25号土坑土層説明 26・27・29号土坑土層説明（A)

1 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック多量。 1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック大量。崩落土。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック少量。 2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロ｝ムブロック多量。

3 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック少量。 3 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、ゆ 0.5～ 3cmロームブロック多量。

炭化物微量。注口土器（正位置）出土。 4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

4 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。 5 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、ゆ 0.5～ 15cmロームプロック多量。

炭化物微量。貝大量。 6 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック多量。

5 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック中量。 7 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～5cmロームプロック少量。

炭化物微量。 焼土粒微量。

8 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームプロック少量。

26・27・29号土坑土層説明（B) 9 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 2cmロームブロック中量。

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～3cmロームブロック中量。 10 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lOcmロームブロック多量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック中量。

26号土坑覆土。

11 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～ 15cmロームプロック大量。

天井崩落土。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

26号土坑覆土。

12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～4cmロームプロック多量。

13 暗褐色土 しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～3cmロームブロック多量。 27号土坑覆土。

5 暗褐色士 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～7cmロームプロック多量。

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、ゆ 0.5～ 15cmロームプロック大量。

天井崩落土。

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 <I>0.5～2cmロームプロック少量。

8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 <I>0.5～4cmロームプロック多量。

9号土坑

ハ「一一寸
2 3 

11号土坑

与二主二グ ー一一一一一一一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一一

一←一一一一ー 一一一一一、一一一一
一一一一～～」

2 

12号土坑

。 10 cm 

第48図 9・11・12号土坑出土遺物
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第 51図 23. 25～ 27号土坑出土遺物
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27号土坑

。 3

2 

。 10 cm 

第 52図 27号土坑出土遺物
表32 9号土坑出土遺物観察表

縄文土器｜ 深鉢 ｜ ー I <8.4> 10YR3/3暗褐
外面白縁部に陵帯貼付。

やや良｜
内面ミガキ。

外面・文様帯を区画するための沈線を施

良｜す。

内面ナデ

外面’口縁部穿干し体部にRL単節縄文

を使用した互連孤充填縄文を施す。口縁
良 ｜ ｜曽谷

部と頚部には刺突表現が巡る。

内面ミガキ。

阿玉台N

2 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ー I <1.5> 褐黄灰ηノ
u

，，r
J
 

A
q
 

R
 

y
 

nu 

母雲白石長持

割
石
金

A
せ

F
h
u
 

阿玉台N

3 ｜縄文土器｜瓢型土器｜ (14.0) ｜く20.9> l石英・長石・白雲母 l7.5YR3/2黒褐

表33 11号土坑出土遺物観察表

外面：ロクロ整形。底部回転糸切り。

内面：ロクロ整形。

外面：口縁部ヨコナデ。体部スス付着。

内面：口縁部ヨコナデ。

表34 12号土坑出土遺物観察表

内面・粗いナデ。

外面： F字形の蕨手状文を施す。

内面・ミガキ。口縁部に3対あるとみら
良 ｜ ｜綱取l

れる突起の内側には刺突表現が施され

る。

表 35 13号土坑出土遺物観察表

粘土を棒状にして折り曲げる。動物あるいは土偶の手か？先端に穿孔あり。

石英・石色粒を含む。

表 36 15号土坑出土遺物観察表

縄文土器 鉢 (14.6) I 21.4 

' I外面・粘土癌が隆帯でつながる。体部に
外・ 10YR4/l褐灰 ｜ ｜ 

｜ ｜横位の条線が残るも、全体的に器商摩
2.6 ｜石英白雲母・白色粒｜内・ 10YR6/4にぶい黄｜やや良｜ ｜安行3b

｜｜滅。
棒 I I 

' 1内面：器商摩滅。

外面：口縁部に粘土癒を貼付、隆帯と隆

石英・海綿骨針・白雲！ ｜ ｜帯に沿う形で沈線を施し文様帯を区画
母 l10YR6/4 iこぶい黄櫨 ｜ 良 ｜ 。｜大洞 b2 

｜ ｜ ｜豚鼻状貼付文。

内面．ナデ。

2 ｜縄文土器 深鉢 く5.2>
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3 縄文土器 深鉢 <7.3> 3.8 

4 縄文土器 注口土器 <7.7> 

5 縄文土器 製塩土器 (20.5) く12.0>

6 縄文土器 製塩土器 く9.3>

法量（cm)
ぬ I 種別 務種

土製品 I 円盤

長さ 「百一ll享さ

4.2 I 4.2 I o.7 

s I 土製品 ｜ 円盤 I 5.4 I 6.3 I LO 

表 37 16号土坑出土遺物観察表

No. 種別 器穏
法量（cm)

口径 器商 底径

縄文土器 深鉢 29.5 く29.8>

2 縄文土器 i奈鉢 く22.5>

表38 23号土坑出土遺物観察表

No. 車重別 2号種
法2'll:(cm) 

口径 音寺高 lfJ:.径

縄文土器 鉢 11.2 8.8 7.0 

つ 縄文土器 i菜鉢 9.2 8.8 

表 39 25号土坑出土遺物観察表

ト&l 種別 器種
法iii:(cm) 

口径 幾百草 底径

1 縄文土苦言 深鉢 <10.8> 

2 縄文土器 深鉢 <2.5> (90) 

3 縄文土器 注口土器 <11.7> 

4 縄文土器 製塩土器 (21.1) く17.2>

5 縄文土器 手短土器 (3.0) 2.2 1.1 

No. I 種別 器幸重
憂き Jf)lさ

土製品 ｜ 耳飾り

貝製品 ｜ 貝輪 7.1 0.4 

表 40 26号土坑出土遺物観察表

ぬ I 種別l 器種
法最（cm)

口径 ｜ 器高 ｜ 底径

縄文土器 ｜注口土器 く4.2>

表41 27号土坑出土遺物観察表

No. 種別 務君重
法f量 （ω）

口径 器mi 底径

1 縄文土器 鉢 <10.4> 

2 縄文土器 i茶室本 (306) く14.4>

No. I 種別 器猿
法量（cm)

長さ I 中富 I 厚さ

3 I 骨角器 ｜ ヤス I 12.4 I 0.9 I 0.8 

外 10YR5/3にぶい黄 外面体部下部まで LR単節縄文を施

石英白雲母 褐 良 文。 大洞

内 7.5YR6/6樫 内面ナデ。

外面沈紙、により文様帯を区画。上部は

石英白雲母 2.5Y4/l黄灰 良
玉抱三叉文、下部は LR単節縄文を施

大i同b2 
文。

内面 ミガキ。

石 英長石白雲母 7.5YR6/6澄 良
外面 口縁部ケズリ調整。体部ケズリ 。

安行3b
内 面 ナ デ。

石 英長石白雲母 10YR6/4にぶい黄樫 良
外国 口縁部ケズリ調整。体部ケズリ。

安行3b
内 面 ナ デ。

重さ（g) 成 ・整形技法の特徴ほか 備考

15.01 ｜石英角閃石を含む。

40.01 ｜口縁部片を利用。石英 白色粒を含む。 未製品。

目古土 色5問 焼成 成整形技法の特徴 備考

外面 白縁部に3条の沈線を巡らす。体

石英白雲母白色粒
外 10YR4/2灰黄褐 部にはLR単節縄文を地文とし、！懸垂文

内 106/6明黄褐
良

を施す。
混之内 l

内面 ミガキ。

石英角閃石金雲母 外 7.5YR6/6樫
外面細い櫛歯状工具による斜位の条線

白色粒赤色粒 内 7.5YR4/2灰褐
やや良 カξ施される。 堀之内 l

内面 ケズリ後、粗いミガキ。

胎土 色調 焼成 成 3を形技法の特徴 備考

石 英白雲母白色粒
外 10YR7/4にぷい黄

外面 i尤紙、による渦巻文を施す。。
援

赤色粒
良

内面 ミガキ。
内 10YR6/2灰黄樫

石1jf 白雲母白色粒
外 7.5YR6/6槌

やや良
外国 ミガキ。械i立の沈線2条残存。

内 10YR4/2灰黄褐 内面 ミガキ。

給土 色調 焼成 成受形技法の特徴 t総考

石英白雲母海綿骨
外商 沈線により文様帯を区画。沈線内

5Y2/l黒 良 にはLR単節縄文と玉抱三叉文を施す。 安行 3a
針白 色 粧

内面粗いミカ’キ。

石英長石角閃石
5Y2/l 里 良

外商 ミガキ。底部網代痕。
安行3a

白色粒 内面 ミガキ。

外面体部上半は三叉文弧線文 l寄り

白雲母 海 綿 骨 針 白
2.5Y2/l黒 良

消し純文 （LR単節）を施す。下半は2
安行3a

色粒 条の平行j尤線が巡る。

内面ナデ。

石英 チャート 白色 外 5YR5/6明赤褐
良

外面 白縁部ケズリ。体部ケズリ。
安行3a

粒 内 5YR6/8授 内 面 ナ デ。

石英白雲母 7.5YR6/6援 良
外面指~.It痕。

内面指頭痕。爪痕。

重さ（g) 成 ・整形技法の特徴ほか 備考

1.24 ｜ナデによる整形。鼓形。石英 白雲母を含む。

5.36 ｜風化が著しい。ベンケイガイを使用か？

1台土 色調 後詰L 成 ・!i整形技法の特徴 備考

石英 ・白雲母白色粒
l7.5YR3/l黒褐

赤色粒
良 ｜外面 ミガキ。4条の条線を施す。 ｜流れ込み

始土 色調 焼成 成整形技法の特徴 備考

外面 口縁部に粘土癌貼付。太いit＊患を

石英 白雲母白色粒 7.5YR6/6樫 やや良 施す。 安行

内面ナデ。

外面 白縁部と体部に紐線、貼付後、体部

上半は横（立条線、を施文し、縦位と斜位の

石英白雲母海綿骨 外 5YR5/4にぶい赤褐
やや良

粂線を 4粂施文。縦位斜位条線内の横
安行

針 白色粒赤色粒 内 5YR5/6明赤褐 位状腺は磨消される。下半は浅い斜位条

K，~，を施す。

内面 ケズリ後、ナデ。

重さ（g) 成・整形技法の特徴ほか 備考

8.56 ｜鹿骨を使用。被熱により曲がっている。
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第4節 井 戸（第 53・54図）

井戸跡は下坂田中台遺跡・下坂田貝塚1区の北側、 13号溝跡と重複する形で確認された。調査区幅の制約

から全体像を窺い知ることは出来なかったが、推定直径3.lmの円形を呈するとみられ、北側には方形状の平

場を有している。掘削を行ったが、底面を確認することができず、検出面から約 3.5m掘り下げたところで安

全面を考慮し掘削を停止した。

調査区の壁面にて確認した土層から 13号溝跡より新しいと判明。 13号溝跡の覆土には井戸跡を掘削した時

の粘土ブロックや砂が大量に混入していた。出土遺物はかわらけ・鍋・陶磁器が確認されており、 15世紀後

半～ 16世紀に属するものと思われる。また、流れ込みであるが、残存状態が良好な石製品が確認できたので

掲載する。

A 
刊

表土

内
∞
N
l削

｜

一全一28.2

1号井戸土層説明（A)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 q,0.5cmロームブロック少量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

4 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

炭化物微量。

K 
A’ 

。 2m 

13 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック微量。

14 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック微量。

炭化物微量、砂少量。

15 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量。砂多量。

16 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック微量。

17 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。砂多量。

18 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。砂中量。

磯混入。獣骨出土。

19 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。砂多量。

20 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。砂多量。

21 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

22 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5叩ロームプロック微量。砂中量。

23 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。

砂大量。

5 灰褐色 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。 24 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。砂多量。

6 黄褐色土 しまりあり、粘性なし。黒色土がマープル状に混じる。砂層。 25 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、＂＇ 0.5～1cmロームブロック多量。

7 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームブロック少量。 26 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック多量。

8 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック中量。 27 明褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～3cmロームプロック多量。

9 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。 28 にぶい しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒大量、＂＇ 0.5～2cmロームブロック多量。

10 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。炭化物微量。 褐色土

11 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒中量。白色細秒多量。 29 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5叩ロームプロック中量。砂少量。

12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームプロック中量。 30 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5cmロームブロック多量。砂少量。

第s3°図 l号井戸跡
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しまりやゃあ り、粘性やゃあ り。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロ ムブロ ック多量。

砂中量。

しまりあり、粘性やゃあ り。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロ ック多量。砂多量。

しま りやゃあ り、粘性なし。砂層。

31 褐色土

32 明褐色土

33 にぷし、

賛褐色土

34 褐色土 しま りやゃあ り、粘性やゃあ り。ロ ム粒多量、φ0.5cmロームプロ ック多量。

砂多量

1号井戸土庖説明（ B)

1 暗褐色土 しま りあり、粘性あ り。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロ ムプロ yク少量。炭化物微量。

2 黒褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、申 O.Scmロームプロ ック少量。炭化物微量。

3 褐色土 しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、φ0.5～ 2cmロームプロ yク多量。

4 黒褐色土 しま りあり、粘性あ り。ロ ム粒多量、ゆ 0.5～2cmロ ムプロ γず中量。

炭化物微量。

しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロ←ムプロ ァク少量。

しま りあり、粘性あ り。ロ ム粒中量。炭化物微量。

しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5～ icmロ ムプロ ック少量。

しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゅ 0.5cmロームプロ ック中量。

しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロ yク微量。

しま りあり、粘性あ り。 ロ ム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロ ック多量。砂少量。

しま りあり、粘性あ り。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロ yク多量。砂多量。

しま りやゃあ り、粘性。砂層。

5 暗褐色土

6 塁褐色土

7 H音褐色土

8 H音褐色土

9 階褐色土

10 褐色土

11 褐色土

12 に』＇.v、
黄褐色土
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第 54図 l号井戸跡出土遺物

No. 種別 器穣
法iii:(cm) 

胎土 色調 焼成 成整形技法の特徴 備考
口径 宮寺高 底径

1 土師質土器 かわらけ (114) 30 (70) 白色粒赤色粒 75YR7/6キ萱 良
外国 ロクロ整形。

内面 ロクロ整形。

2 土師質土器 鍋 く4.7> 石英白雲母
外 10YR3/l塁褐

良
外国 ナデ。スス付着。

内 7.5YR6/6樫 内面ナデ。

外 7.5YR4/l褐灰
外面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

3 土師質土器 鍋 (331) く14.0> 石英 白雲母赤色粒
内 5YR5/6明褐

良 スス付着。

内面 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。

4 土師質土器 茶釜 く7.2> 石英日雲母 5YR4/4にぶい赤褐色 良
外面ナデ。

内 面 ナ デ。

l号井戸跡出土遺物観察表表42

備考

流れ込み。

流れ込み。

流れ込み。

成 ・整'lfi技法の特徴ほか

先端部欠損。砂岩。

基部欠損。緑色凝灰岩。

表 ・裏 ・iHIJ面磨痕。表裏面に敵打痕。安山岩。

重さ （g)

135 

630 

330 

院
一
泊

一
日
一
口

法盆 （cm)

鱈

4.7 

7.1 

7.2 

長さ

く6.8>

<13.3> 

<8.0> 

器種

磨製石斧

磨製石斧

磨石

種5J!J

石製品

石製品

石製品

？占1
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第5節建物跡（第 55図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区の北側、 12号溝跡と 9・14号溝跡の間で建物跡と考えられるピット群が

確認された。いずれのピットも直径は40～ 50cm前後で、深さは20cm～ 50cmと浅く、柱痕が確認できたのはP5・

11のみである。遺物の出土はなく明確な帰属時期は不明である。このような浅く軸方向を同じくするピットは、

12号溝跡と 9・14号溝跡の周囲においてしか確認できなかったため、溝に付随する施設（柵列？）とも考え

られる。

④ t:ll 。P3

<I 
~Pl 

@ PlO 

P2の
12号講 CJ 

P6 

14歩中て？ミレ

14号歩先三3 2足グー

。 2m 

1号建物跡p1土層説明（A)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性やや低い。ローム粒少量。

1号建物跡P2土層説明（A)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性やや低い、ローム粒少量。

1号建物跡P3土層説明（B)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量。

2 H音褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

1号建物跡P4土層説明（B)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量。

2 黒褐色土 しまりあり、粘性低い。ローム粒少量、 φ0.5cmロームプロック少量。

1号建物跡P5土層説明（C)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒少量。柱抜き取り痕か？

2 黒褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量。柱抜き取り痕か？

3 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量。

1号建物跡P6土層説明（D)

1 暗褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒多量、ゆ 0.5～lcmロームプロック多量。

1号建物跡P7土層説明（D)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒少量。

2 H音褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒多量、 φ0.5～1cmロームプロック少量。
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1号建物跡PS土層説明（D)

1 暗褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量、 φ0.5cmロームブロック中量。

1号建物跡pg土層説明（E)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性やゃあり。ローム粒少量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。

炭化物微量。

2 H音褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック多量。

1号建物跡p10土層説明（A)

1 暗褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒少量。

1号建物跡p11土層説明（F)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームブロック中量。

1号建物跡p12土層説明（ F)

1 E音褐色土 しまりややあり、粘性低い。ローム粒中量。

2 褐色土 しまりややあり、粘性やゃあり。ローム粒多量。

1号建物跡p13土層説明（G)

1 暗褐色土 しまりややあり、粘性ゃゃあり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

2 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。

第 55図 1号建物跡

第6節ピット（第 56～ 59図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚l区で確認されたピットは 36基である。ピットは調査区の南側と北西部に集

中しており、南側に位置しているピットの半数は検出面から底面までの深さが 1.0mを超えるもので、一部は

柱のあたりとみられる硬化面も確認できた。明確に建物跡として組めるものはないが、 1・6・7号ピット、

20～ 24号ピットは近接しているため建物跡として機能していた可能性がある。また、遺物の出土が少なく明
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確な帰属時期は不明であるが、調査区の南側に位置しているピットは概ね縄文時代中期中葉～後期後葉に比定

出来るとみられる。調査区北西部に位置しているビッ トは比較的浅く 、32～42号ビッ トが密集しているが、

こちらも建物跡として組めるものはない。p35・36から遺物が出土しており 、概ね縄文時代後期中葉～晩期

前葉に比定出来るとみられる。

表43 ピット一覧表

遺構名
位置 規模（m)

深（rnさ） 平形E態ii 備考
（グリッド） 長車由×短勃

遺構名
位置 規模（m)

深（mさ） 平形面態 備考
（グリッド） 長軸×短軸

l号ピット F 10 0.5 x 044 l.17 円形 22号ピット E9 0.45×0.45 us 円形 底面一部硬イヒ。

3号ピット F9 0.51× （01) 0.31 円形 4号ピ y トと重複。 23号ピッ ト E9 0.71 x 0.62 1.6 円形 底面一部硬化。

4号ピット F9 0.46×（0.37) 0.54 円形 3号ピットと重複。 24号ピット F 10 0.78 x 0.64 1.27 円形 底面一部硬化。

5号ピット F7 0.66×（034) 1.32 円形 底面一部硬化。 27号ピット E9 0.38×0.36 0.33 円形

6号ピット F 10 0.55 x 0.53 1.31 円形 29号ピ ット E9 0.32×029 0.6 円形

7号ピ y ト F 10 0.5 x 0.48 1.67 円形 30号ピット C9 0.85×0.7 0.79 円形

8号ピット F 10 0.55×0.49 1.25 円形 底面一部硬化。 31号ピ ット 89 0.82×0.75 l.15 方形

9号ピッ ト F7 0.44 x 0.37 0.4 円形 33号ピット A6 0.55×0.5 0.53 円形

10号ピット F6 0.52×0.45 1.44 円形 底面一部硬化。 34号ピット A6 0.6×0.55 0.96 円形

11号ピット F5 0.66 円形 35号ピット A6 0.62×0.58 0.74 円形

12号ピ ット F5 0.56×0.55 0.61 円形 36一号ピット A6 0.47×044 0.34 円形

16号ピット F5 0.5×0.47 0.65 円形 37号ピット A6 0.42 x 0.38 0.35 円形

17号ピット F5 0.5× （0.38) 0.61 円形 39号ピット A6 0.57×0.55 0.51 円形

18号ピット F6 0.5 x (027) 0.58 （円形） 40号ピット A6 0.49×0.47 0.66 円形

19号ピット F5 0.48 x (0.42) 0.56 楕円形 41号ピット A6 048×0.41 0.51 円形

20 iすピット E9 0.5×0.48 1.87 円形 底面一部硬化。 42号ピット A6 0.5×0.43 0.5 円形 13号土坑と重複。

21号ピット E9 0.52×0.48 1.42 円形 底面一部硬化。 43号ピット A7 0.58×0.49 112 円形 13号溝と重複。

④C9 K ④ ⑧ 

L ~＠］－ L ~ 8 Q A 
A 一全一29.6

A 
_A_29.4 

④ 

L @ L 

一企－29.4 _A_ 

l号ピ ット

5号ピット 。
6号ピット 7号ピッ ト

1号ピy 卜土層説明

暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。炭化物微量。 9 fff'i!.¥J色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロ ムプロ yク多量。

H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。 炭化物少量。

焼土粒徹量、炭化物微量。 10 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロ γク大量。

3 百音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロ yク中量。焼土 11 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロ←ムプロ yク多量；。炭化物微量。

投微量、炭化物徹盆。 12 ff[ft'J色土 しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック多量。

4 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロァク少量。 炭化物微量。

炭化物微量。 13 ff；：＼＇褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、φ0.5cmロームプロ ック中盤。炭化物微量。

H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロームプロ •J 7少量。 14 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロ yク中量。

褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 <I>0.5～ l cmロームブロック中量。 炭化物微量。

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロ yク多量。

6号ピット土居説明

5号ピy 卜土層説明 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、申 0.5cmロームプロァク微量。炭化物微量。

1 黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロァク微量。炭化物微量。 2 H音褐色土 しまりあり、粘性あり、ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。

2 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、炭化物微量。 炭化物微量。

3 黒渇色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 <I>0.5～ l cmロームプロッテ微量。 3 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

焼土粒微量、炭化物少量。 4 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロ ムプロ yク多量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロ yク少量。

焼土粒微量、炭化物少量。 7号ピット土居説明

5 灰白土 しまり強い、粘性高い。白色粘土プロ.， 7。細砂混入。

6 E褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。
1 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量、 φ0.5cmロームプロ γク微量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロ Yク少量。
炭化物微量。 炭化物微量。

7 黒褐色土 しまりやゃあり、粘性あ I）。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック少量。 3 ffif褐色土 しまりあり 、粘性あ り。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

炭化物少量。 炭化物微量。

8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロ yク多量。 4 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームプロック多量。

炭化物微量。 炭化物微量。

第 56図 1 . 5～8号ピット
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A 。

20号ピット

⑧ 
ム~~
__!i_ 29.2 ー丘

＠ 

21号ピット

p，~1JL 

~ 
35号ピット

0 
24号ピット

第57図 20～ 24・35号ピット
8号ピット土層説明

1 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック中量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cm～2ロームブロック多量。

20号ピット土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック少量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロック少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック少量。

炭化物微量。

4 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック微量。

5 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。

21号ピット土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

2 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームブロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。

。~ K ム⑧（＠） ~ 
A’ ーム29.2

A’ 

22号ピット

23号ピット

2m 

Sm 

6号ピット。

5号土坑 6 s号ピット

第58図 ピット位置図 (1: 150) 

23号ピット土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームブロック少量。炭化物微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームブロック少量。

炭化物微量。

3 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック中量。 3 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。 4 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5～2cmロームブロック少量。

4 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック中量。 5 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5～ 2cmロームプロック少量。

焼土粒微量、炭化物微量。 φ0.5～2cm白色粘土フ。ロック少量。

5 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。 6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。 7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。

6 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。 8 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～2cmロームプロック少量。

7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。炭化物微量。 9 精褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5～ l cmロームプロック多量。

8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームフeロック中量。 炭化物微量。
10 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック多量。

22号ピット土層説明
焼土微量。

11 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック多量。
1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。 12 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームプロック多量。
2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。 焼土粒微量。

焼土粒微量、炭化物微量。

3 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。 24号ピット土層説明

焼土粒微量。

4 日音褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。
1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5～2cmロームブロック微量。

焼土粒微量、炭化物微量。
焼土粒微量。

5 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、¢ 0.5cmロームプロック微量。
2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームブロック中量。

焼土粒微量、炭化物微量。
6 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5～2cmロームプロック少量。

7 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

炭化物微量。

8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック多量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック多量。

4 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～lcmロームブロック少量。

焼土粒微量。

5 褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームブロック多量。

6 褐色土 しまり強い、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。
35号ピット土層説明 焼土粒微量、炭化物微量。

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。 7 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～ 1cmロームプロック大量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ lcmロームプロック少量。 8 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック多量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 q,0.5～ 1 cmロームプロック中量。 焼土粒微量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 2cmロームプロック中量。 9 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームブロック多量。

5 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。 焼土粒微量。

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック中量。 10 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～ lcmロームブロック大量。
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表44 ピット出土遺物観察表

2 

9 

第 59図 ピッ ト出土遺物

Pぬ J笛7.JIJ 号5種
法量（cm)

胎土 色調 焼成 成 3童形技法の特徴 備考
口径 務高 底径

外 10YR3/2黒褐
外面 白縁部に 3個の粘土帯を貼付、突

阿玉台
縄文土器 i菜鉢 <9.6> 石 英長石白雲母 やや良 起を表現。

内 2.5Y3/l里褐
内面ナデ。

P5出土

外国 口縁部の把手。隆帯を貼付、周囲
阿玉台

2 縄文土器 深鉢 <6.7> 石 英長石白雲母 7.5YR6/4にぷい鐙 良 にi土線を施す。
P5出土

内面ナデ。

外 10YR5/4に ぷ い 黄
外面 ナデ整形後、角押文を施す。 阿玉台

3 縄文土器 鉢 く4.8> 石英長石白雲母 褐 良
内面ナデ。 P5出土

内 7.5YR5/4にぷい褐

4 縄文土器 鉢 く9.6>
石英チャート 白雲

7-.5YR6/6樫 やや良
外面 ミカーキ。輪積み痕。 阿玉台

母金雲 母 内面 ミカ’キ。輪積み痕。 p 17出土

外面平行沈線を施し、文様帯を区画。
後期後葉

5 縄文土器 瓢型土器？ く4.2> 石英白雲母赤色粒 7.5YR3/l黒褐 良 R L単節縄文を施文。
p 20出土

内面ナデ。

外 5YR5/4にぷい赤褐
外面櫛歯状工具による斜位条線後、口

掘之内
6 縄文土器 深鉢 く4.9> 石英白雲母白色粒 良 縁部に横位条線を施す。

内 5Y2/l黒
内面ミカeキ。

p 33出土

石英白雲母海綿骨
外面 2条の平行沈線を施文後、粘土宿

安行
7 縄文土器 鉢 く10.3> 10YR7/4にぷい黄褐 良 を貼f寸る。

主十
内面丁寧なミカ’キ。

p 35出土

石英海綿骨針白色
外面横位条線を施文後、口縁部に紐線、

安行
8 縄文土器 1深鉢 く6.1>

粒
10YR5/4にぷい黄褐 良 文を貼付る。

p 35出土
内面 ミガキ。

石英白雲母海綿骨 外 5YR5/6明赤褐
外国 粘土宿、隆帯貼付後、沈線を施し

安行
9 縄文土器 深鉢 <6.6> 良 て文様帯を区画。RL単節縄文を施文。

主十 内 7.5YR5/4にぶい褐
内面ナデ。

p 36出土

第7節地点貝塚（第 60図）

下坂田中台遺跡 －下坂田貝塚 1区では、 調査区の南西部で2ヶ所の地点員塚を確認している。確認された地

点貝塚は小規模なもので、試掘調査によ って判明していた畑地帯の地点貝塚の一部であるとみられる。土層観

察の結果、浅い窪地に貝が投棄されて貝塚が形成されたものと考えられる。出土した員はヤマト シジミを主体

としてお り、貝製品も確認されたが、貝塚の大部分は撹乱によ って消滅している。
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表45 地点貝塚一覧表

調査区外
A A’ 

④ 2号~＋人 kJi出色塑貝塚 l出貝塚2号溝ーチ一人 ιv：て：三：I2号地点貝塚 一

19号J〉ト K ＼一一一

」全一29.0
表土

A’ 

。
1号地点貝塚

2 

2号地点貝塚

2 

3 c二二〉
4 

。 10 cm 

。 10 cm 

2号溝と重複。 2号溝が新しい。

地点貝塚土層説明

(1～3層 2号溝、 4・5層： 2号地点貝塚、 6～B層 19号ピァト、 9・10層 1号地点貝塚）

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロァク微量。

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 褐色土

9 暗褐色土

10 褐色土

焼土粒少量。炭化物微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロッテ微量。

焼土粒少量。炭化物微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。

焼土粒微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームプロック少量。

焼土粒微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

貝大量（ヤマトシジミ他、鹿角、貝輪出土）。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームプロック少量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

貝大量（ヤマトシジミ他）

しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームブロック中量。

貝少量。

2m 11 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 2cmロームブロック少量。

漸移層とみられる。

ρ 。
5 (1/2) 

4二二ミ 6 (1/2) 

C二コ
7 

8 

第 60図 地点貝塚・地点貝塚出土遺物

表46 1号地点貝塚出土遺物観察表

口

2 

58-

ミガキ。沈線残存。

ミガキ。



表 47 2号地点貝塚出土遺物観察表

ぬ 種目I] 2号稜
法:ill:(cm) 

1古土 色調 焼成 成 3整形技法の特徴 市議考
口径 若手~ 底径

外 5YR6/8樫 外商 L R単節縄文を施文後、沈線と竹

l 縄文土器 鉢 <4.4> 石英白 雲母白色粒 内 10YR6/4にぶい黄 良 管状の車lj突表現を施す。 堀之内 l

樫 内面 ミガキ。

石 英白雲母海綿骨
外 10YR3/2黒褐

外面斜位条痕を施す。口縁部隆帯貼付。
堀之内 2

？ 縄文土器 浅鉢 <2.1> 
主十

内 10YR6/3にぷい黄 良
内面 ミカ喰キ。

～加曾利

4萱 B 1 

外面 ミガキ。
加曾手lj

3 縄文土器 i主鉢 く2.4> 石英白雲母 7.5YR5/3にぶい褐 良 内面平行沈線を巡らし、沈線聞に刺突

表現を施す。
B 1 

ぬ 穏i}jlj 音寺稜
法盆（cm)

重さ（g) j戎整形技法の特徴ほか 備考
長さ 中高 厚さ

4 土製品 有孔円盤 5.0 く2.6> 0.7 12.15 両方向からの穿孔。石英を含む。

り 貝製品 貝輪 く7.1> 0.7 0.7 6.54 内外研磨。完成品。破損i去の廃棄か？ベンケイガイを使用。

6 貝製品 貝刃 4.3 5.6 1.4 9.35 
蝶番部を除く約 60%が刃部として使用。腹部の一部は使用によって減少。

ハマグリをf吏用。

( もfk骨 鹿角 く10.8> 3.3 1.2 19.11 
一部被熱によ り黒ずんでいる。上部は分割する際の刻みとみられる痕跡が

確認できる。

8 猷骨 鹿角 <13.0> 4.0 1.8 50.94 一部被熱により里ずんでいる。

第8節遺構外出土遺物（第 61図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 l区の調査で、遺構外よ り出土した遺物の中から 27点を掲載する。坂田台山

古墳群と同様に縄文時代前期の土器がわずかに確認される。また、 土製品・ 石器も多数確認された。古墳時代

～中世にかけての遺物も出土するが、縄文時代の遺物に比べると出土数は少ない。また、椀形淳も確認された

ことから、調査区周辺にて小鍛冶が行われていた可能性が考えられる。
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第 61図
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遺構外出土遺物
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第 62図遺構外出土遺物

表48 遺構外出土遺物観察表

外 5YR5/6明赤褐

白雲母繊維白色粒 内 10YR6/4にぶい黄

澄

2 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 I <8.0> I 一 ｜石金雲英母長石 白雲母 10YR7/4にぶい黄糧

3 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 ｜ く6.1> I 一 ｜石金雲英母長石 白雲母 I 10YR7/4にぶい黄櫨

4 1縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 I <6.0> I 一 ｜石英長石白雲母 l10YR7/6明黄授
金雲母

5 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 一 I <3.7> I 一 ｜石英長石白雲母 7.5YR6/4 ~＝ぶい櫨
金雲母

6 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜く7.0> I ｜石英長石白雲母
外 7.5YR6/6樫

内 10YR4/l褐灰

外 10YR5/3にぶい黄

7 ｜縄文土器｜ i采鉢 ｜ ｜くs.3> I 一 ｜石英長石
澄

｜内 10YR5/4にぶい黄

糧

日｜室町 l-) <4.0> ) l石英長石白雲母 )10YR3/l, 

外面： LR単節縄文・孤条線を施す。 ' 
良 ｜ ｜黒浜

内面・ミガキ ｜ 

外面：｜登帯を貼付け、隆帯の周囲に角押｜

良 ｜文－波状の沈線を施す。 ｜勝坂

内面・ナデ。

外面：隆帯を貼付け、隆帯で区画された

良 ｜中に角押文波状の沈線を施す。 ｜阿玉台E

内面・ナデ。

外面．角押文を施す
良 ｜ 。 ｜阿玉台E

内面・ナデ。

外面．口縁部直下に刺突文が交互に施さ

良 ｜れる。 ｜力日曾利E

内面．ミガキ。

外面沈線区画内に列点文を施す
良 ｜ 。 ｜称名寺2

内面・ナデ。

外面：隆帯を貼付け、櫛歯状工具により

良 ｜懸垂文を施す。 ｜称名寺2

内面・ナデ。

外面体部に縦位と斜位の沈線で文様帯

良 ｜を区画。 LR単節縄文を施す。 l安行2

内面：ミガキ。

外： 7.5YR4/3褐色

－ l石英白雲母白色粒｜内： 10YR5/4にぶい黄｜ 良

褐

外面・へラケズリ後、へラミガキ。
(12.0) I <3.6> 土師器 杯15 

内面．へラナデ。
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16 土師器
ミニチュア

(50) 
外 面 ナ デ。

4.0 (30) 石英白雲母白色粒 10YR4/6にぶい黄櫨 良
土器 内面ナデ。

18 土師質土器 小皿 く1.0> 4.5 石英白色粒 5YR6/6.f宣 良
外面 ロク ロ整形。底部匝転糸切り。

内面 ロクロ整形。

19 陶器 皿 く0.9> 5.8 白色粒 5Y7/l灰白 良
外面 ロク ロ整形。底部回転糸切り。

内 面 灰 紬。重ね焼痕あり。

外国 へフケズリ後、ナデ。底部回転糸

20 陶器 f雷鉢 く2.9> (102) 白色粒赤色粒 5YR7/6 ；＼萱 良 切り。

内面ナデ後、櫛目 6本。

No. 種別 器種
法量 （cm)

重さ （g) 成整形技法の特徴ほか 備考
長さ 中高 厚さ

9 土製品 円盤 4.0 3.6 0.7 10.5 石英白色粒を含む。

10 土製品 円盤 6.9 6.0 0.7 46.48 石英海綿骨針白色粒を含む。

11 土製品 有孔円盤 4.7 4.3 0.8 17.96 両方向からの穿孔。石英 白色粒を含む。

12 土製品 土器片錘 6.3 5.7 0.8 42.22 口縁部片を利用。2ヶ所に切り込みを入れる。石英 白色粒を含む。

13 土製品 動物 （つ） く5.2> 2.6 2.3 22.46 棒状粘土を指による押庄で整形。動物の尾？石英 白色粒を含む。

14 土製品 不明 く2.0> 2.6 <2.9> 15.78 
棒状粘土を指による押圧で整形。2ヶ所の穿孔を確認。用途不明。石英

白色粒を含む。

17 土製品 土玉 直径2.0 干し径0.5 1.8 7.52 ナデによる整形。一方向からの穿孔。石英 白色粒を含む。

21 石製品 打製石斧 く3.9> 6.4 1.3 42.05 基部欠損。

22 石製品 打製石鍛 <2.1> 1.6 0.4 105 有茎。茎部欠損。チャートを使用。

23 石製品 石器剥片 2.5 21 0.7 2.88 未製品か。チャートを使用。

24 石製品 不明 <3.6> 1.(〕 0.7 4.89 3函を研磨。線条痕を確認。用途不明。結晶片岩を使用。

25 石製品 砥石 8.8 2.4 2.3 57.96 3面を使用。一部に朱とみられる範囲を確認。安山岩を使用。

26 石製品 砥石 7.6 3.3 2.1 51.68 4面を使用。凝灰岩を使用。

27 椀形津 5.3 3.8 2.1 52.57 木炭痕を確認。
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第6章下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区の調査は平成 24年3月2日～平成 24年 3月16日まで行われた。確認さ

れた遺構は、竪穴住居跡2軒、溝2条、土坑 16基、ピット 24基を数える。

第 l節竪穴住居跡

1号住居跡（第 63図）

位置 Bl・2グリッドに位置している。 床硬化面等は確認できなかった。 ピット 炉跡の周囲に 6

基のピットが巡るが、不規則でピットの深さも一定ではない。 炉 長軸 145cm×短軸 llOcm、深さ 26cmを測る。

遺物 炉跡内から縄文土器の小片が出土したのみである。 所見検出された炉と、炉の周囲で確認された

ピットから住居であると想定したが、明確に住居として捉えられる要素は少ない。帰属時期は不明である。

⑧ @/'b 
ーム28.8

P3@  

J 歩

多／

¥ ¥ ll p 5 

A’ 
1号住居跡p1土層説明（B)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性あれローム粒微量。

2 暗褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒少量。

1号住居跡P2土層説明（B)

1 黒褐色土 しまりややあり、粘性あり。ローム粒少量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

ゆ0.5cmロームプロック少量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量、

γ 

1外刊グ来ジ

ぜt

P5 

．υ
 

φ0.5cmロームプロック微量。

n 表土 門
ーと－ 284 ーど

一一πー－－..，..－γ一ーーァ一一 1号住居跡P3土層説明（C)
'---Q.. i I 

τ～－1 1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。

I 2 I φ0.5cmロームフ・ロック微量。

い I 2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量o

s／＼問f's 3 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。

~4~ ゆ乱5cmロームブロック少量。

e2 (Q) 

PlR 1号住居跡P4土層説明（C)

-1L2s.4 表土 ~ ...!'. 1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒少量。

¥0トー「－ 2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。

¥I l., K I 3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。

p 6 －ー

。 2m 

1号住居跡土層説明（A)

1 明赤褐色土しまりあり、粘性ゃゃあり。ローム粒中量。焼土粒多量、 φ0.5～2cm焼土フ’ロツ

ク少量。

2 褐色土 しまりあり、粘性やゃあり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームプロック中量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。

焼土粒少量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。焼土粒微量。

5 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cm ロームプロック少量。

1号住居跡P5土層説明（D)

1 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量。焼土粒微量、炭化物微量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。

3 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

4 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。 φ0.5cmロームブロック少量。

5 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロームプロック中量。

6 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微量。焼士粒微量。

1号住居跡P6土層説明（E)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あれローム粒多量。

第63図 1号住居跡

2号住居跡（第 64図）

位置 A2グリッドに位置している。 規模南北 1.8m以上×東西 1.25以上mの方形を呈すとみられる。

主軸方位 N-20° -Wo 壁壁高は 20cmで、ほほ垂直に立ち上がる。 床 ほぼフラットであるが、

硬化面は確認できなかった。 ピット 確認できなかった。 遺物 覆土中から遺物の出土はみられなかった。

所見 住居であると想定したが、明確に住居として捉える要素は少なく、帰属時期は不明である。

調査区外
A’ 一一

1号住居跡P6土層説明（E)

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量。 φ0.5cmロームブロック中量。

焼土粒微量、炭化物微量。

一竺~ _y-- 。 2m 

第64図 2号住居跡
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第2節溝跡（第 65図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区で確認された溝跡は 2条である。位置・軸方位などの詳細は一覧表にて記

載した。 1号溝跡は南北方向に走行し、 2号溝跡は東西方向に走行する。いずれも覆土中からは流れ込みとみ

られる縄文時代の土器片が出土するが、帰属時期は中世であるとみられる。

表49 溝跡一覧表

｜ 位置 I I 規模 Cm) I 深さ
遺構名｜ I 軸方位

lグリ ッド！ I ト銀頗｜下鎖線 i (rn) 
造物 時期 俄考

っu
一
つd

T
Iム

一

T
i

溝
一
溝

口
す
一

口す

1
一

2

N -1。 －E I 1.3 I 0.34 I 0.82 ｜縄文土器

N －臼。 －wl o.96 I o.42 I o.s3 ｜縄文土器陶磁器

中世？

中世？

1 2号土坑と重複。 1. 2号土坑よ り新 しし、。

14・15号土坑と重複。15号土坑よ り古い。

⑨ 
調 査区 外

A ーム28.2 A 

ーム28.4 表土 」庄一

：：：：：） 

⑧ i B 

－ w-

「ミミア
。 2m 

調 査区 外

2号ピ y ト 1号満土層説明（A)

l H音褐色土 しまりややあり 、粘性あり。ローム粒中五i；、ゆ0.5cmロームプロンク微量；。

2 Hf;褐色土 しまりやゃあり、粘性あり。ロ ム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック中量：。

3 H音褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム松中量、ゆ 0.5cmロームプロック中量。

1号満土居説明 （B)

l Aセクション 2＠に同じ。

2 Aセクション 3層に同じ。

2号満土居説明 （A)

l 里掲色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロック微丞。

2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒大量、φ0.5～ 2cmロームプロック微量。

3 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少量、申0.5～ lcm ロ ムプロ ヅク少f註。

4 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、4>0.5～3cmロームプロ yク多量；。
B 

2号満土層説明 （B)

l Aセクション l層に同じ。

2 Aセクンヨン 3層に同じ。

K 。 5m 

第 65図 1・2号溝跡
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第3節土坑（第 66～ 70図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区で確認された土坑は 16基である。位置・軸方位などの詳細は一覧表にて

記載した。出土した遺物から、確認された土坑のほとんどは縄文時代後期に属するとみられるが、 1. 2号土

坑は縄文時代晩期前葉に比定される円筒形の土坑である。 1区15・21・25土坑と同様の深い土坑で、覆土中

に貝が混入している点では、 l区25号土坑と類似している。ただし、 l号土坑と 2号土坑では覆土中の貝の

量に大きな差がある。円筒形の土坑に関しては第7章にて記載する。

表50 土坑一覧表

l号土坑 c 1 1.25 x 1.25 2.5 円形

2号土坑 Bl N 41。 w 1.08×1.0 1.78 円形

3号土坑 B2 N -16。－ E 1.23 x (0.76) 0.45 円形

4号土坑 B 1 N -33° -E 0.87×0.84 0.23 円形

5号土坑 A2 N-14°-W 0.97 x 0.9 0.48 円形

6号土坑 A2 N -66° -W 1.29×1.25 0.66 円形

7号土坑 A2 N -69° -E 1.77×1.46 0.65 方形

8号土坑 A2 N -35° -E 1.36×（0.73) 0.63 不整形

9号土坑 A2 N -9° -W 1.03×0.87 1.56 円形

10号土坑 A2 N -9° -W 1.14 x 0.85 0.21 不整形

11号土坑 A2 N -52。－ w 0.64×0.6 1.34 円形

12号土坑 A2 N -52。－ E 0.69×0.65 1.13 不整形

13号土坑 A2 N -41° -W 1.16×1.07 1.0 円形

14号土坑 A2 N -29° -W (1.22）× 1 18 1.82 円形

15号土坑 A2 N -17° -E 0.95×（0.57) 0.3 円形

16号土坑 A2 N -15° -E 1.06×（0.37) 1.45 円形

④ 

A A’ 

ーム28.2 ムL

。 2m 

18 

1号土坑土層説明

1 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック中量。

2 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 r/>0.5cmロームプロック少量。貝微量。

3 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～2cmロームブロック少量。貝微量。

4 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームブロック微量。炭化物少量。

貝大量。獣骨混入。

I l土坑内の覆土全体に大量の土器と貝が混
縄文土器・貝－ I I 

｜縄文時代晩期前葉｜入。覆土上層は貝の混入が多く、下層は獣骨魚骨 ｜ ｜ 
｜ ｜やや少なくなる。

｜ ｜土坑内の覆土に貝が混入している層が確
縄文土器・貝・ ｜ ｜ 

｜縄文時代晩期前葉｜認できた。底面からはイノシシの頭骨と
鹿角獣骨・魚骨｜ ｜ 

｜ ｜みられる骨が出土。一部後世掘り込み？

｜ ｜袋状土坑。一部に貝が混入している層を
縄文土器・貝 ｜縄文時代後期前葉｜

｜ ｜確認。

縄文土器 ｜縄文時代後期前葉 l

縄文土器 ｜縄文時代後期前葉

縄文土器 ｜縄文時代後期前葉

｜縄文時代後期前葉
縄文土器・陶器｜ ｜陶器は重複する 13号土坑のものか？

｜～中葉

縄文土器 ｜縄文時代後期

縄文土器 ｜縄文時代後期後葉

なし ｜不明 ｜覆土中に焼土を確認。炉跡？

縄文土器 ｜縄文時代後期前葉

縄文土器 ｜縄文時代後期後葉

なし 近世以降？ 後世掘り込み。井戸跡か？

縄文土器 ｜縄文時代後期前葉12号溝と重複。 14号土坑が古い

縄文土器

縄文土器

5 黒褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 黒褐色土

12 黒褐色土

13 黒褐色土

14 黒褐色土

15 黒褐色土

16 黒褐色土

17 黒褐色土

18 褐色土

中世？ 12号溝と重複。 15号土坑が新しい。

縄文時代後期中葉
～後葉

しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームブロック少量。

炭化物中量。貝多量。

しまりややあり、粘性あり。ローム粒多量、 cf>0.5～1 cmロームブロック少量。

焼土粒微量、炭化物少量、ゆ 0.5～3cm灰ブロック微量。貝多量。

しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

炭化物少量。貝少量。

しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5-lcmロームプロック中量。

炭化物少量、 φ乱5cm灰プロック少量。貝中量。

しまりやゃあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～2cmロームブロック微量。

炭化物少量、 φ0.5～ 1cm 灰プロック少量。貝多量。

しまりあり、粘性高い。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物少量、ゆ 0.5cm灰ブロック微量。貝少量。

しまりややあり、粘性高い。ローム粒中量、 φ0.5～ 1cmロームブロック少量。

焼土粒微量、炭化物少量、 cf>0.5cm灰プロック中量。貝中量。

しまりややあり、粘性あり。ローム粒中量、ゆ 0.5cmロームプロック少量。

炭化物少量、ゆ 0.5cm灰7•ロック少量。貝多量。

しまりややあり、粘性高い。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック少量。

炭化物微量、ゆ 0.5～4灰プロック多量。貝中量。

しまりあり、粘性高い。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。

焼土粒微量、炭化物少量、灰粒多量、ゆ 0.5cm灰プロック少量。貝少量。

しまりあり、粘性高い。ローム粒多量、 cf>0.5～ l cmロームプロック少量。

炭化物中量、灰粒中量、ゆ 0.5cm灰プロック少量。貝中量o

しまりあり、粘性高い。ローム粒多量、 φ0.5～ 1cmロームプロック少量。

炭化物中量、灰粒少量。貝中量。

しまりあり、粘性高い。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームブロック中量。

炭化物少量、灰粒少量。貝中量。

しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ lcmロームプロック多量。

炭化物微量、砂少量。貝微量

19 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～3cmロームブロック多量。

炭化物少量。貝微量。

20 暗褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～4cmロームプロック多量。

焼土粒微量、炭化物微量。

21 黒褐色土 しまりあり、粘性高い。ローム粒多量、ゆ 0.5～2cmロームブロック中量。

焼土粒微量、炭化物少量。

22 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5～ 1cmロームブロック中量。

炭化物少量。貝微量。

第66図 l号土坑
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l号溝

A 
A 

_,¥ 

_A_ 」Lzs.6 A 

ウ 3号土坑

？。ム
一主28.6

9号土坑

3号土坑土居説明

14号土坑

民褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒少；母、φ0.5cmロ ムプロ yク微量。

て三イ
2m 6号土坑

。
時制色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ 1cmロームプロック微量。

3 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～ lcmロームプロック少量。

黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5-1 cmロ ムプロ yク少塁。

黒褐色土 し ま りやゃあり 、 粘性あり 。 ローム粒多量、 申 0.5cmロームプロック i~rn . 貝多量。

黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中；位、 φ0.5cmロームブロック微量；。貝少量。

2号土坑土居説明 7 n:J褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5～ lcmロ ムプロ γク少量；。

1 n:Y褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、申 0.5cmロームプロ・； 7微量。炭化物微量。

H富褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、炭化物微量。
6号土坑土層説明

日音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、 φ0.5cmロームブロ yク少量。炭化物微量。 air褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒中量、 φ0.5cmロームプロック少量。

褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒大量、¢05～ 4cmロームプロァク少量。 2 伺色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 0.5cmロームプロッ 7多量。

IB色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ05cmロームプロッデ多量。炭化物微量。 3 H音褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5cmロームプロック中冠。

6 黒褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ロ ム粒多誌、φ05～ lcmロームプロ γク多量。 4 黒褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム松中詰；、ゆ 0.5cmロームプロ γク少泊；。

炭化物微品。 5 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5cmロ ムプロ yク多量。

7 褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒大量、 φ0.5～ lcmロームプロァク多量。

炭化物微量。 9号土坑土層説明

8 黒褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、ゆ0.5～ lcmロームプロ yク少量。 l H苦悩色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒中託、φ0.5cmロ ムプロァク微量。炭化物微量。

炭化物中量；。貝多iii:. 2 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック微量。炭化物微量。

9 褐色土 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量、φ0.5～5cmロームプロ γク少量。 3 階褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、¢ 05～2cmロームプロ ック少量。

炭化物少量。貝多皐；。 炭化物微量。

10 褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、 φ0.5cmロームプロック中量。 4 al}褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多止、 φ05～ 1cmロームプロァク微量。

炭化物微量；。 5 褐色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多祉、ゆ0.5～3cmロームプロック中iil:。

11 niJ褐色土 しまりあり 、粘性あり。ロ ム粒多量、ゆ 05cmロームプロ yク少量。 炭化物微量。

12 黒褐色土 しまりやゃあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ05～ lcmロームプロ yク少誌。 6 t5色土 しまりあり 、粘性あり。ローム粒多量、ゆ 05～3cmロームプロ γク多量。

第 67図 2・3・6・9・14号土坑

1号土坑

に五三ア

主町で議立hーモ接ァャF号民竜~＼ 6 

a〕

くコ：
7 

2 I I 。
5 

ζ二二〉
11 

（~~生五＼ヒぢタ 白叩（1店）
じ 。 10 cm 

一 一
3 8 (1/2) 9 (112) 0 10 cm 

第 68図 l号土坑出土遺物
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6号土坑

9号土坑

η 

2 

し一一」 2 。 10 cm 

ζ二こ二コ 3 

第 70図 6・9・14号土坑出土遺物

表51 1号土坑出土遺物観察表

No. 種目リ 昔普種
法f置（cm)

胎土 色翻 焼成 成整形技法の特徴 備考
口径 器高 底径

石英白雲母海綿骨 外 7.5YR1.7//l黒
外面 波状口縁の装飾。粘土癌の貼付け

l 縄文土器 深鉢 <6.3> 
針 内 5YR5/6明赤褐

良 後、沈線を施す。 安行 3a

内面 。it線を施す。

外面 沈線、をJ瓜状に施し豚鼻状貼付文を

2 縄文土器 深鉢 く71> 石英白雲母角閃石 10YR2/l黒 やや良 加える。RL単節縄文を施す。 安行 3a

内面粗いミガキ。

外函 j北線で文様帯を区画し、輪組不明

3 縄文土保 1主口土器 く11.3> 石英白雲母 10YR2/l黒 良 の附力日条縄文 LR+2rを施す。 安行 3a

内 面 ナ デ。

4 縄文土諒 製塩土器 く8.2> 石 英長石白雲母 5YR6/6控 良
外面器面摩滅。 安行

内 閣 ナ デ。 2～3a 

5 縄文土器 製塩土器 く7.5> 石英白雲母白色粒 lOYRS/6黄櫨 良
外面ケズリ。 安行

内 面 ナ デ。 2～3a 

6 縄文土器 製塩土器 <1.6> 2.9 石英白雲母赤色粒 5YR6/6樫 良
外面ケズリ。底面網代痕。 安行

内 面 ナ デ。 2～3a 

No. 種別 務種
法:Ill:(cm) 

重さ（g) 成整形技法の特徴ほか 備考
長さ 申富 厚さ

7 土製品 有孔円盤 く2.3> く1.9> 0.8 4.08 両方向からの苦手孔。石英 白雲母を含む。

8 土製品 耳飾り 直径 3.9 干し径0.2 1.6 15.33 全面ミガキ調箆。鼓形。石英白雲母金雲母赤色粒を含む。

9 土製品 耳飾り？ 直径（3.5) 幅 l.0 1.2 5.19 ナテ・による整形。瑛状耳飾りか？白雲母 金雲母を含む。

10 土製品 動物？ 3.3 2.3 2.4 11.86 ナデによる整形。動物の尾か？石英 白雲母を含む。

11 石製品 石鍾 3.2 2.9 0.8 10.23 両端に切れ目。

12 貝製品 装飾品フ 4.2 2.8 0.3 2.95 両方向からの若手孔。未製品？アワビを使用。

13 貝製品 平玉 直径0.6 孔径 0.3 0.3 0.06 小巻貝を輪切りにしている。ウミニナ類を使用か？

14 貝製品 管玉 <0.8> 直径 0.3 孔径 0.25 0.03 上部欠損。ヤカドツノガイを使用。

15 貝製品 貝輪 <5.0> 0.6 0.4 2.84 内外菌研磨。ベンケイガイを使用。

16 貝製品 貝輪 <7.9> 1.1 0.4 12.37 外面研磨。未製品。サルボウ類を使用。

17 貝製品 スクレイノレ？ < 7.8 > 1.8 0.5 20.46 表面摩滅。土器の文様付けに使用か？ハマグリの大型かフ

表 52 2号土坑出土遺物観察表

No. 種)JIJ 器種
法蚤（cm)

胎土 色費電 焼成 成整形技法の特徴 備考
口径 器高 底径

1 縄文土器 1深鉢 (21.6) <20.0> 
石英白雲母海綿骨 外 5YR6/6様

良
外面横位条線後、縦位条殺を施す。

安行 3b
針白 色 粒 内 5YR6/8桂f 内 面 ナ デ。

外面平行沈線と入組文で文様帯を区画

？ 縄文土器 深鉢？ く7.1> 石英白雲母角閃石 10YR2/l塁 やや良 し、 LR単節縄文を施す。 安行3b

内面 組いミカザキ。

3 縄文土器 鉢 くi1.3> 石英長 石 白雲母 10YR3/l黒褐 良
空ト回 :fll.いミカeキ。

安行3b
内面粗いミカ’キ。弧文線を施す。
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表53 3号土坑出土遺物観察表

3 ｜縄文土器｜ 深鉢 <3.7> I ー ｜石英・長石・白雲母 l2.5YR4/6赤褐

外面・ LR単節縄文を施す。
良 ｜ 。 ｜称名寺2

内面・ミガキ。

外面．沈線によって文様帯を区画し、櫛

良 ｜歯状工具で懸垂文を施す。 ｜称名寺2

内面白ミガキ。

外面隆帯を貼付け、櫛歯状工具で懸垂

良 ｜文を施す。 ｜綱取l

内面：ナデ。

縄文土器｜ 深鉢 く5.8> I ー ｜石英・白雲母・赤色粒 l7.5YR7/6澄

2 ｜縄文土器｜ 深鉢 く7.2> I ー ｜石英・白雲母・角閃石 l10YR7/3にぶい黄糧

に
d

一

F
O
一

ウ
t

外面；ケズリ後、ナデ。内面．ケズリ。石英・長石・白雲母を含む。

外面 ナデ。内面：ケズリ。石英・白雲母－赤色粒を含む。

表54 6号土坑出土遺物観察表

内面．粗いミガキ。

外面：口縁部に把手を取り付け、体部に

やや良｜はRL単節縄文を施す。 ｜綱取l

内面．器面摩滅。

表55 9号土坑出土遺物観察表

外面：隆帯と粘土癌を貼付け、沈線で文

様帯を区画し、隆帯上部にRL単節縄文
良 ｜ ｜安行1

を施す。

内面・ミガキ。

E外： 10YR6/4にぶい黄
石英・角閃石・白雲母・｜

｜樫｜良
海綿骨針 ｜ 

’内： 7.5YR6/6澄

表56 14号土坑出土遺物観察表

いる。両面ミガキ。石英・長石－白雲母を含む。

第4節ピット（第 72図）

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区で確認されたビットは 24基である。遺物の出土量には差があり、個体と

なるものはほとんど見受けられなかった。出土した土器は縄文時代後期が主体となり、わずかに晩期前葉の土

器を確認している。ピットは l区と比べると全体的に浅く、深さがlmを超えるピットは2基のみである。

表57 ピット一覧表

2号ピット Bl 0.62×0.58 0.45 円形 8号ピット B 1 0.48 7号ピットと重複。

4号ピット Bl 0.84×0.74 0.96 円形 10号ピット B 1 0.4×0.34 0.44 円形

5号ピット Bl 0.46 x 0.39 0.44 円形 11号ピット B2 0.35×0.22 0.31 円形 1号住居跡P6

6号ピット B 1 0.4×0.42 0.48 円形 12号ピット B 1 0.35×0.33 0.48 円形 l号住居跡p1 
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遺構名
位置 規模（m)

（グリッド） 長軸×短車砲

13号ピッ ト B 1 0.54 x 0.54 

14号ピット B2 0.37×0.32 

15号ピット B2 0.58×0.45 

16号ピット B2 0.58× （03) 

17号ピット B 1 0.49×0.39 

18号ピ ット A2 0.47×0.41 

19号ピット A2 0.4×0.34 

灘高7
吋喝ゲ

深（mさ） 平形面態 時期

0.35 円形 l号住居跡P2

0.29 円形 l号住居跡P3

0.38 円形 I号住居跡P4

088 円形 l号住居跡P5

0.41 円形

0.29 円形

0.25 円形

ζコ二
2 

.. {tl~~：そ~J~

i事時；

遺構名
位置 規模（m)

深Cmさ） 平形態面 時期
（グリ ッド） 長軌 ×短剥1

20号ピッ ト A2 0.7×0.58 1.15 円形

21号ピッ ト A2 0.5×0.44 0.67 円形

22号ピッ ト A2 0.52 x 0.47 0.44 円形

24号ピッ ト A2 0.49 x 0.46 1.23 円形

25号ピッ ト A2 0.6 x 0.58 0.51 円形

26号ピッ ト A2 0.5×0.47 0.81 円形

27号ピ y ト B 1 C 1 0.64× （042) 0.38 円形

5 

4 
。 10 cm 

第 71図 ピット出土遺物

表 58 ピット出土遺物観察表

No. 種JJIJ 奇書種
法fil(cm) 

胎土 色調 焼成 j実笠形技法の特徴 側i考
口径 器j¥1lj 底径

外面斜格子自文を施す。
加曾利

1 縄文土器 深鉢 <4.0> 石英 白色粒 10YR2/l黒 良
内面 ミガキ。

B 2 
p l出土

外面粘土f習を貼付け、穿孔。沈線によっ

3 縄文土器 深鉢 く6.1> 石英 長石 白色粒
外 5YR3/l黒褐

良
て文様帯を区画し、RL単節縄文を施 安行 l

内 7.5YR4/6赤褐 す。 P4出土

内面ミカoキ。

石英 長石角閃石
外面 ケズリ後、粗い ミカ喰キ。底音「〉網代

安行 （古 ）
4 縄文土器 深鉢 く60> 4.4 5YR6/8t登 良 痕。

白色粒
内 面 ナ デ。

p 17出土

外面 it線によって文様帯を区画。体部

石英 長石白雲母
下半はRL単節縄文を、上半はit線上部

安行2
5 縄文土器 j菜鉢 <10.3> 4.4 

赤色粒
10YR4/2灰黄褐 良 に刺突表現を加え、 豚鼻状条目占付文を施

p 19出土
す。

内 面 ナ デ。

トlo. 設]jlj 音寺種
法f在（cm)

重さ （g) 成 主主形技法の特徴ほか イ市i考

2 土製品 有孔円盤

長さ ｜ 騒 ｜ 厚さ

く2.7> I <2.6> I i.o 8.96 両方向から穿孔。石英 ・長石 ・白雲母を含む。 P2出土

第5節遺構外出土遺物 （第 73図）

下坂田中台遺跡－下坂田貝塚2区の調査で、遺構外よ り出土した遺物の中から15点を掲載する。2区にお

いては縄文時代中期以前の土器は確認されておらず、掲載遺物のほとんどは縄文時代後期に帰属する。 また、

ピA、＂：；＇.：，~• .4： ＂＂＞.·γ企 ー 「＼

説議品必~~宰 ＼ l 
百"ll:r.：－.＂－.＜￥ ・·~.1 II 

?Y'=<--•C' ＞＜~戸 ／， ( 
・r-=>タ：.. 6'-x; リラトf
‘茅－－ . 

4 

2 。 10 cm 

第 72図 遺構外出土遺物
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c二二二二二〉 13 

表59 遺構外出土遺物観察表

5 

L欄薬会事惑わ
吟三瀦党議川
河議議選ぽ 日

7 

9 

14 (1/1) 

。

11 

3cm 0 

第 73図遺構外出土遺物

6 

い
《
川
川
川
川
行

10 

く二フ

12 

15 (1/1) 

10 cm 

縄文土器 鉢 く2.6> 石英白雲母赤色粒 7.5YR6/61'登

2 1縄文土器 深鉢 く8.2> 石英白雲母 5YR6/6樟

3 1縄文土器 i菜鉢 く6.1>
石英白雲母海綿骨 外 7.5YR4/2灰褐

針白色粒 内 7.5YR6/61登

4 ｜縄文土器 深鉢 く7.6> 石英白雲母白色粒 5YR4/6赤褐

5 ｜縄文土器｜台付鉢？ く3.8> 石英白雲母赤色粒
外 7.5YR4/4褐

内 7.5YR3/l黒褐

6 ｜縄文土器 深鉢 く6.9> 石英白雲母白色粒 10YR3/l黒褐

石英白雲母海綿骨
外 10YR6/4にぶい黄

7 ｜縄文土器 i采鉢 く6.9>
針白色粒

澄

内 7.5YR4/2灰褐

8 ｜縄文土器 i采鉢 く7.0> 石英長石白雲母 10YR5/3にぶい黄糧

9 ｜縄文土器 深鉢 <3.7> 石英白雲母白色粒
外 10YR4/2灰黄褐

内 7.5YR4/2灰褐

10 ！縄文土器 深鉢 く4.1> 石英 10YR6/4にぶい黄澄

11 ｜縄文土器 深鉢 <5.4> 石英白雲母 5YR5/4にぶい赤褐

12 1縄文土器 深鉢 く4.1> 石英長石白雲母 10YR5/4にぶい黄褐

外面・平行沈線を巡らし、沈線開にLR, 
｜加曾利

良 ｜単節縄文を施す。 ｜ 
IB 1 

内面．ミガキ。 ' 

外面・紐線文を貼付け、斜位の条線を施E

｜加曾利
良 ｜す。｜

IB 1 
内面ミガキ。 3条の平行沈線を巡らす。｜

外面 R L単節縄文を施し、口縁部に紐｜

線文を貼付ける。 ｜加曾利
良 ｜｜

内面：粗いミガキ。口縁部に沈線を巡ら IB1 

す。

外面： RL単節縄文を施した後、沈線で

文様帯を区画。沈線聞は縄文を磨消し、！加曾利
良 ｜｜

文様帯には斜格子目文を施す。 IB 2 

内面ミガキ。

外面隆帯を貼付け、刺突表現を加えるo,
｜加曾利

良 ｜体部上半は平行沈線を巡らす。 ｜ 
IB 3 

内面．ミガキ。 ｜ 

外面 R L単節縄文を施し、沈線で文様｜

良 ｜帯を区画。沈線開は縄文を磨消す。 ｜曽谷

内面．ミガキ。

外面： RL単節縄文を施し、平行沈線を

良 ｜巡らす。 ｜曽谷

内面ミガキ。

外面：平行沈線で文様帯を区画し、 RL 

やや良｜単節縄文を施す。 ｜安行 1

内面ナデ。

外面：口縁部に刺突表現を加え、体部に

良 ｜は縦位条線を施す。 ｜安行 l

内面・ミガキ。

外面．口縁部にRL単節縄文を施す
良 ｜ 。 1安行2

内面：ナデ。

外面：浅い斜位条線を施し、口縁部を折

良 ｜り返して押圧する。 ｜安行2

内面・粗いミガキ。

外面：口縁部にRL単節縄文を施す
良 ｜ 。 ｜安行3b

内面．ミガキ。

有茎・先端部と茎部を欠損。チャートを使用。

「寛永通宝J
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第7章 ま と め

今回の坂田台山古墳群、下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 (1. 2区）の調査は調査区に制約があ り、遺構の全

体像を窺い知ることが困難であった。調査の結果、縄文時代中期中葉～縄文時代晩期前葉・古墳時代～近世に

わたる幅広い遺構を確認することができた。以下、時期別の遺構にみる下坂田地区の土地利用、確認された特

殊な遺構について述べる。

第 l節遺跡の概観

縄文時代の下坂田地区において明確に人為的な痕跡が確認できるのは、縄文時代中期中葉～後葉からである。

遺構の分布は調査区の南～東側にみられ、北～西側では遺構が確認できていない。後期になると遺構の分布は

調査区の南側ではみられなくなり、北西側や東側で確認される。後期においては調査区外の梨畑を中心に地点

貝塚が形成されるため、貝塚の周囲に遺構が展開しているものと考えられる。晩期の遺構数は少なくなるが、

次節で述べるような円筒形の土坑が中心となる。おそらく、晩期の遺構分布域の中心は調査区外であるとみら

れ、今回の調査区で確認された遺構は、その際にあたるものと考えられる。

弥生時代の遺構・遺物は確認することができず、古墳時代前期 （4世紀）になると再び土地の利用が再開さ

れる。古墳時代における住居跡の展開は調査区の東側を中心としており、 6世紀後葉まで集落が営まれたてい

たことが確認された。7世紀代になると住居跡はみられなくなり、屋敷付古墳を中心とした坂田台山古墳群が

形成され、墓域として展開していったようである。

平安期 （8世紀後葉以降）になるとわずかであるが調査区の東側で住居跡が確認される。古墳時代の住居が

営まれた地点とほぼ同じであることから、居住域として調査区の東側が適していたということが窺える。その

後、15世紀代になるまで土地の利用はなく、調査区の北側に掘や道路跡などが確認されたことから、中世期

の下坂田地区は台地の縁辺よりも、内陸側の土地が利用されたようである。

第2節馬埋納土坑について

1区12号溝跡 （堀跡）に隣接する形で馬の埋納土坑 （1区11号土坑）を確認した。出土した馬骨の詳細に

ついては付章にて掲載する。埋納土坑は東西方向に長軸を持ち、馬は背を南、足を北に向けた状態で出土して

いる。頭部と後足部分は土坑に収まりきらず、後足部分は一部土坑を拡張することで埋納しており、頭部はね

じって体部に乗せている。供伴する遺物から 15世紀後半～ 16世紀のものと考えられる。

周辺において同様の埋納土坑を有している遺跡として、入ノ上遺跡（1）が挙げられる。入ノ上遺跡は土浦市沖

宿町に所在しており、本遺跡から南東方向に約 lOkmほどの霞ヶ浦沿岸の台地に位置する。入ノ上遺跡では馬

埋納土坑が6基確認されているが、遺物が伴っているのは 104号土坑のみで、出土した遺物は土師質土器の灯

明皿で 15世紀後半に位置づけられるものである。また、馬は全身が残っているものが多く、丁寧に埋葬され

た印象を受ける。入ノ上遺跡では複数の馬埋納土坑を確認していることから、周囲に牧が存在したことを裏付

けるものであるとしている。

本遺跡の馬埋納土坑は肋骨と椎骨が消失しているものの、ほほ全身が揃っている。また、頭骨の納め方は若

干強引のようにも見受けられるが、遺構の掘り込みや後足の一部拡張など丁寧な部分も多い。出土した遺物

も入ノ上遺跡とほぼ同時期である。当初は 12号溝跡が薬研状の堀であること、周囲に館跡 （上坂田館の内館）

があることから、 11号土坑も館跡に伴う堀に隣接した埋納土坑と考えられたが、埋葬の方法からすると入ノ
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上遺跡と同様に、牧に伴う埋納土坑である可能性も否定できない。

第3節 縄文時代後期後葉～晩期前葉にみられる大型土坑について

今回 1・2区の調査で円筒形の深い土坑を複数確認した。 1区15・21・25号土坑と、 2区1・2号土坑であるが、

いずれも出土した土器から縄文時代後期後葉～晩期前葉に属すと考えられる。規模は、直径lm～ 1.5 m、深

さは 1.5～2.5m、壁面は垂直に立ち上がる。 1区25号土坑は検出できた深さが53cmと浅いが、中世の堀跡 (12

号溝跡）によって削平を受けているため、本来は他の土坑と同様に 2m前後の深い土坑で、あったと考えられる。

このような円筒形の深い土坑は東関東でいくつか事例が確認されている。茨城県内の調査では、土浦市に隣

接するつくば市上境旭台貝塚（2）で6基の円筒形土坑（縄文時代後期後葉～晩期前葉）を、境町本田遺跡（3）では

4基の円筒形土坑（いずれも縄文時代後期後葉）が確認されている。他県に目を向けると、千葉県印西市馬場

遺跡（4)（第5地点 241号土坑：晩期前葉）、佐倉市井野長割遺跡（第8次28号土坑：晩期前葉）、埼玉県馬場

小室山遺跡（第5次調査51号土坑：晩期前葉、第32次調査 1・13・14・36号土坑：晩期前葉）などでも類

例が確認されている。中でも印西市馬場遺跡で確認された土坑は直径約 2.3m、深さが5.46mを測る巨大な円

筒形の土坑で、覆土中には貝・炭化物・灰・動物遺体を含み、晩期前葉のまとまった土器が出土している。加

えて、中層からは注口土器が正位置で出土し、さらに下層からはシカの頭骨が正位置で出土している。上記（千

葉・埼玉）の土坑を比較・検討した田中大介氏（5）は、円筒形の大型土坑に関して①規模が大きい、②若干の時

期差はあるものの、晩期前葉の良好な遺物が一括して出土する、③覆土中に炭化物・灰が多量に認められる、

としている。

そこで本遺跡の円筒形土坑を振り返ると、 1区15号土坑は晩期前葉の土器が出土、 l区21号土坑は 13号

溝跡に削平された影響もあってか遺物の出土量は少なく、確認できた遺物は後期後葉の土器を中心としている。

l区25号土坑は覆土中に晩期前葉の土器・貝・貝製品を含み、注口土器（晩期前葉）が正位置で出土している。

2区I号土坑は覆土中に晩期前葉の土器・貝・貝製品・動物遺体・灰、 2区2号土坑は覆土中に晩期前葉の土

器・貝・動物遺体が確認された。加えて 2区2号土坑の底面からはイノシシの頭骨が出土している、などの特

徴が挙げられる。規模は全体的に小振りな印象だが、晩期前葉の土器を主体とする点や、貝・動物遺体を大量

に含む、正位置の遺物が出土する点など、他地域との共通点が多々見受けられる。また、遺構の性格が廃棄す

るためのものであるのか、もしくは埋納するためのものであるのかといった点については、明確な位置付けが

困難である。 l区25号土坑では正位置の遺物が出土しているが、他の土坑においては個体になるものは少な

く大多数は破片であるといった差異も見受けられるため、個々の円筒形土坑によって用途を区別していた可能

性も考えられる。共通して言えることは晩期前葉の東関東において、直径 l～2m、深さが2mを超えるよう

な円筒形の大型土坑を掘るという認識を持ち合わせていたということであろう。

第4節 1区25号土坑 ・2区l号土坑出土の貝について

今回の調査を通して、 1区地点貝塚（2地点） . 1区25号土坑、 2区1・2・3号土坑から貝を確認してい

る。地点貝塚は撹乱を受けているため出土した量は多くなく、 2区2・3号土坑も同様に出土量は少ないが、

1区25号土坑と 2区1号土坑は覆土に大量に貝が混入しており、出土量の8割ほどを占める。本節において

は、貝が大量に出土した両土坑について、種別と出土量の表を掲載する。出土した貝の種別同定に関しては、

西本豊弘氏に依頼した。 1区25号土坑は圧倒的にヤマトシジミが多く、次いで、ハマグリ・マガキ・オキシジミ・

アカニシと続く。 2区l号土坑も圧倒的な出土量はヤマトシジミであるが、ハマグリ・マガキはほとんどなく
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アカニシ・シオフキ ・オキシジミ・サルボウ類と続く 。両土坑に共通するのは汽水域の員であるヤマトシジミ

アカニシ・シオフキといった内育水域の貝も採取している。また 2区1号土坑については、がほとんであるが、

の貝もあることから、内陸の下坂田わずかではあるがアワビやチョウセンハマグリといった沿岸水域 （外洋）

から霞ヶ浦を出て貝の採取を行っていたことが窺える。
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付章動物遺体について

国立歴史民俗博物館西本豊弘

はじめに

2012年度の下坂田貝塚の発掘調査で少量の動物遺体が出土した。発掘区が1区と 2区に分かれており出土

遺構も異なるので、動物遺体の内容は遺構ごとに表にまとめた。それらの所属時期は縄文時代晩期前葉と中世

の二時期に分けられる。縄文時代晩期はシカとイノシシが主体であり、中世はウマが主体である。

1. 縄文時代の動物遺体

日甫乳類ではイノシシが最も多く、その次にシカが多い。その他にタヌキ・アナグマ・ノウサギ・ツキノワグ

マが見られた。鳥類は、カモ類とツル類、魚類歯クロダイ・ボラ類・フグ類・エイ類・ウグイ類・ヒラメなど

が少量出土している。

ヒトの骨や歯も少量見られた。 2区1号土坑の頭蓋骨は薄く、女性かも知れない。 2区2号土坑の頭蓋骨は

厚く、男性であろう。縫合が閉じていないので 20～ 30代であろう。

2. 中世の動物遺体

中世の遺構では、シカ・イノシシ・イヌ・ウマが出土している。 l区11号土坑では、ウマ 1体が埋葬されていた。

出土状態から見ると、解体されずに遺体がそのまま横倒しの状態で埋葬されたようである。消失した骨もある

が、大部分の骨格が保存されていた。ただし骨質の保存状態は悪く、骨は脆くなっていた。

ウマの形質を見ると、頭部は大きいが歯は細くモウコウマ系であり在来馬である。四肢骨の長さから体高を

推定してみると約 120cmである。臼歯の摩耗は進んでいるが老年ではなく 10～ 12歳程度であろう。犬歯を

伴うので雄獣である。

表1下坂田中台遺跡・下坂田貝塚1区出土動物遺体一覧表
遺構 時期 種類 部位 LR 残存部位歯式 数量 備考 スズキ 歯骨 L 1 

イノシシ 第4中手骨 L 近位部 1 フグ 上顎骨 R 

イノシシ 後臼歯 破片 1 ボフ 椎骨 2 

12号土坑 縄文 シカ 基節骨 完存 1 

陸獣 破片 11 
25号土坑 縄文

エイ 椎骨 1 大

エイ 尾練 破片 1 

クロダイ 前上顎骨 LR L:2 R:l 3 ヒラメ 椎骨 1 

20号土坑 縄文 陸獣 破片 8 陸獣魚類 破片 750 

21号土坑 縄文 陸獣 破片 13 不明 破片 77 

イノシシ 頭蓋骨 L 頭頂骨頬骨 3 

イノシシ 上顎歯 L 11 1 
27号土坑 縄文

イノシシ 後臼歯 破片 4 

陸獣 破片 2 焼骨

イノシシ 上顎歯 L 12 1 35号ピット 縄文 シカ 上顎歯 L M2 1 

イノシシ 上顎歯 L 13 1 地点貝塚 1 縄文 陸獣 破片 1 

イノシシ 下顎骨 L 下顎枝 1 

イノシシ 下顎骨 R 下顎枝 1 
地点貝塚2 縄文

陸獣 破片 20 

クロダイ 歯骨 R 2 

イノシシ 下顎骨 下顎枝破片 3 貝塚周辺 縄文 陸獣 破片 1 焼骨

イノシシ 下顎骨 下顎連合部 1 イノシシ 腫骨 R 近位部 1 

イノシシ 下顎歯 R 13 1 

イノシシ 下顎歯 R P4 1 

イノシシ 下顎歯 R dm4 1 

イノシシ 大腿骨 R 遠位部 1 骨若端獣はずれ

イノシシ 距骨 R 完存 1 

イノシシ 第4中手骨 R 近位部 1 

イノシシ 基節骨 1 大

イノシシ 末節骨 1 大
25号土坑 縄文

シカ 頭蓋骨 L 頬骨 1 

シカ 下顎歯 L M3 1 磨若滅獣なし

シカ 腫骨 L 遠位部 1 

12号溝 中世 イヌ 上顎歯 L (P4) 1 

ウマ 下顎歯 R Ml 1 セメント質
剥離

魚類 練 1 

不明 破片 13 

イノシシ 下顎歯 R M3後部 112 1 
破若出歯獣損 未萌

シカ 頚椎 ほぼ完存 1 大型 13号溝 中世 シカ 上顎歯 R M2? 1 破損

シカ 中足骨 R 近位部 1 シカ 腫骨 R 遠｛立部 1 

ツキノワグマ 基節骨 1 陸獣 四肢骨 骨幹部破片 1 

タヌキ 上顎歯 R Ml 1 不明 破片 6 

カモ（中） 尺骨 R 1 

カモ（中小） 大腿骨 R 1 

イノシシ 下顎骨 L 仏~23) 1 M3第磨3滅q交
頭まで

ツル類 烏口骨 L 近位部 1 イノシシ 上顎歯 R 11 1 

クロダイ 前上顎骨 L 6 中～大 l号井戸 中世 イノシシ 基節’骨 1 

クロダイ 前上顎骨 R 2 中
ウマ 中足骨 L 近｛立部 1 

クロダイ 前上顎骨 R 2 ウマ 上顎歯 R P2 1 老獣

クロダイ 主上顎骨 R 2 
陸獣 破片 12 

クロダイ 歯骨 L 2 

クロダイ 歯骨 R 2 中

クロダイ 角骨 L 1 

クロダイ 第 1血管稼 1 

タイ 歯 1 
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イノ シシ 頭重量骨 左後頭~ft ンカ 下顎骨 L (xxPHI123) 

イノシシ 上顎歯 L (x¥131 
第でI奮3日：立域頭ま

ンカ 下顎骨 R (P234¥1123) 1 h磨13滅第な3し自主頭

イノシシ 上顎歯 R (l¥13) 
第でと向r~~交岐EフE玄ま

イノ シシ 上顎歯 R ll 

イノシシ 下顎歯 R 12 

表採 イノンシ 下顎歯 R c 
イノシシ 下顎骨 L 下瀕校

シカ 上顎幽 R （~！ 12) ¥12後部！菩

減若獣なし

シカ 下顎的 R ¥!2 1 未rljj出的

γカ 肩甲骨 L 近i立部 1 

ンカ 膝蓋骨 R 

シカ 中足’百 R 近1立部

シ力 中足骨 骨幹部； l 

シカ 中足骨 述位部 1 

シカ 中手／中足骨 骨幹部破片 1 

シカ 距骨 R 完存 1 

シカ 基節骨 完存 2 

シカ 中節骨 完存 2 
基1節固｛骨本 と同

アナグ7 尺骨 R 骨幹部 1 

ススキ 主！.2主主骨 破片

不明 政片 16 

シカ 類推 ほll':完存 骨若端獣はずれ

ンカ 目指椎 骨若端干·i~はずれ

γカ／イノシシ 座骨 L 骨幹部
注 Iは切歯、Pは前臼歯、＼［ は後臼l宮、数字は由の順番を示す。 シカ イノシシ l仙骨 骨幹部破片 2 

アナグマ 鹿骨 L 完存 1 

表2 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区出土動物遺体一覧表
アナグマ 鹿骨 R 逮位部 1 

｜タヌキ 環惟 1 

i立構 時期 1虫類 創刊立 LR 残存期；（立的式 数量 1柑考
タヌキ 軸推

イノ シシ ~I!釜骨 右後~fl頼部分
タヌキ 下顎骨 LR 2 幼附：

イノシシ 頭蓋'l'l- 右1戻骨他破片 3 
タヌキフ 下顎骨 R 下顎体 Pl～ P4部

分
イノシシ 頭蓋骨 m鋒！氏破片 2 

イノシシ 上腕骨 R 速1立剖； 3 1r端若はfikずれ
l号土坑 縄文

ウサギ ij'i(骨 R 骨幹部 1 両骨ー若端l吠はずjt 

ヒト ~ti益骨 破片 6 
イノシシ 上l民’円 R J主（立自；j;

ヒト イ＞＂よ，m？』 R iilJ部上縁 成人女性
イノシシ 後）•i· L 近（立部；

ヒト 上顎曲i L ¥ll 1 
イノシシ 検骨 R 3主f立部； 'l'i・ ＜描はずれ

対j獣 ヒト 下顎t.fr R 小臼歯

イノシシ 末節骨
ヒト 下顎世i しつ ¥11 I答老減人進行

イノシシ 上初’fl・（切i出fj’）L (llxx) 

イノ シシ 上顎骨 L (CxxP34) t' 
ヒト 下守Ti什 L (xM3) M3rn老I成人若し

し、

イノンシ 上顎Ml L (I lxxdm234ml21 ~2未後若;ijj担j部ik；出依
.（＼類 日主骨 fj・幹部

クロダイ 主上官i'l'i" R 3 

イノシシ 上顎fr L (x¥ll) /IH$＿苦しい
デロダイ li1J上顎i骨 L 6 

！：獣 クロダイ jjlj上顎骨 R 3 

イノシシ 上顎世I L il 幼獣 クロダイ 世！'l'i・ L 4 

イノ シシ 上顎世I L ~ ！ 2 クロ ダイ l事f骨 R 3 

イノシシ 上顎骨（切IHfJ-lR (112x) ジロダイ 司＇； 2腎路線

イノシシ 上す1刊（切曲竹）R 11～3部分 l1iは脱務 タイ科 戸！'l'i・

イノシシ 上初i骨 R (Pl23xl¥I 123) 
：之こI：減第わ3 4 ずか

イノシシ 上初fj R (P4¥!123) ~ Iわ岐3ず第か3 p土~Ii
に1!5

タイ科 主甥蓋什 R 

スズキ 前上顎骨 L 1 

ウグイ t!H'J・ 第If佐竹？

オfラ 十i色付

陸l1R 四肢・fl" 破片 2 

イノシシ 上顎'l'i・ R (¥123) ¥13 fi'i，局長進行 除rik 破片 1632 

イノシシ 上~fげ11 R P4 魚類 ｛住骨 2 

イノンン 下顎l自 11 陸押入 戸1JTI 小片 700 

イノシシ 下顎!'ii L 12 1 不明 破片 103 

イノ シシ 下~（（苗I L i2 

イノンシ 下~世i L dm2 幼世k

イノシシ ~fi益骨 JirJi!Mi· ～後~Ii'jj · 上一個顎体骨と同

イノシシ 下顎世I L ¥12 1 

イノシシ 下号lit.fr L l¥!3 第 lE之頭の

イノシシ 上顎骨 LR L: (¥123) R: 1~123) 2 hま13で第磨3岐滅~fl 

み I~ 減若
rix 

l号土坑 純文
イノシシ 下i照的 L ¥13 

若明で1猷i程目立滅~Ii ま

イノ シン 下号TI骨 LR L:(ll2xCP234~ ！ 123) 1 ♀ 

R:(llxxCP234W23) 

イノシγ 下顎骨 L 関節突起部分 完関成節部若分獣未

イノシシ 下顎曲 L il ワ イノ シン 上顎荏I L C 苫 若獣

イノシシ 下:JfitJ・ R 下攻ii事政片 イノシシ 後骨 R 近｛立部

イノ シシ 下顎骨 R (x¥112x) ¥!3は未萌若

l出jJ;フ

イノシシ 路骨 L 1 迷1立骨・幼端獣は
ずれ

2号土坑 縄文 イノシシ 第4中足骨 R 近位告｜；

イノシシ 下瀕骨 R (P4~ 1 1 2) ¥13は未若jjjj 
t.l:'.? 

イノシシ 基節fl・ 1 近！立骨．若端｛以は
ずれ

l'ik 

イノンシ !Fi甲骨 L 中間部 幼猷
イノシシ 胸椎 !ill:完存 1 骨端若は獣ずれ

イノシシ 協骨 L 近位部 1 シカ 角 R 角座～中間部 1 ？事角枝 2

イノシシ 尺骨 R 近1立部 中若i欧端はずれ
本 t' 

シカ 中手骨 骨幹部破片 1 

イノ シシ 尺骨 R 迷1立剖i 1 骨若端獣はずれ

イノンン 究骨 R 関節臼～坐骨恥骨 l

シカ 中節骨 l 

シカ イノシシ lめ骨 L 近｛立部 骨破端損はずれ

イノシシ 経骨 L 近｛立部 骨若治獣はずれ シカ イノシシ 肋骨 骨幹部破片 " シカ ／イノシシ 不明 破片 6 
イノシシ 腔骨 L i宝！立部 1 ヒト ~fl主主百 Rフ 頭頂骨 つ破片 l 
イノシシ 目下骨 L ’自幹部； l イノ シシ 下顎歯 ¥13破片 l 焼’自
イノシシ ~fil骨 R l iず主！立告掲は

れ若獣

イノシシ 第5中手骨 L 完存

イノシシ 第4中足骨 R 近位剖；

イノシシ 頚惟 骨若獣端はずれ

ヒトフ 足根骨 破片 l E重骨つ

9号土坑 縄文 ポラ 主鰐蓋骨 L 大型

怪獣 椎骨 f佐f本 3 焼骨

不明 破片 16 焼骨

14号土坑 縄文 不明 破片 4 焼骨

イノシシ ？ 胸椎 料i突起 シカ 中手骨 骨幹部破片

シカ 角 R 中間部 校。べ 2本

シカ 角 先端部中間部破片 2 t' 
シカ 前頭骨＋角突起 R l t' 
ンカ 頭蓋骨 R 側~R甘後~it骨 2 

ンカ if¥椎

ンカ 上顎出 L dm3 

イノ シシ 上顎歯 L ¥13 第 1 2岐頭
16号土坑 縄文 わずかに磨

減

不明 破片 40 

4号ピyト 縄文 不明 破片 9 焼骨

ンカ ti骨 L 坐骨 l 

イノシシ 下顎歯 L ¥13 第 1 2岐E磨ii{ 
20号ピyト 縄文 わずかに

シカ 下顎幽 R (P4¥!1) 減若獣

シカ 下顎歯 L ~13 1 不明 破片 10 

シカ 下顎骨 L （ ~ ！ 1 2 ) l 

-75-



表3 1区11号土坑出土ウマ
部位 LR 残存部位歯式 数量 備考 最大長（mm) 推定体両（cm)

頭蓋骨 側頭骨他 1 1個体分

上顎骨 LR L:(Il23CP234Ml23) 2 推定年齢 10～ 12歳 6' 

R:(Il2xxP234Ml23) 

下顎骨 LR L:(Il23CP234Ml23) 1 

R:(Il23CP234Ml23) 

環椎 1 

軸椎 1 

頚椎 5 
胸椎 7 
椎骨 椎体のみ 6 腰椎部分か

肋骨 近位部 9 

肩甲骨 L 骨端と辺縁部破損 1 

肩甲骨 R 骨端と辺縁部破損 1 

上腕骨 L 近位骨端破損 1 

上腕骨 R 近位骨端破損 1 260 ± 120 

榛骨 L 遠位部破損 1 305 ± 123 

尺骨 L 榛骨に付着

榛骨 R 近位部 1 

尺骨 R 遠位部 1 榛骨付着部分のみ残

中手骨 L? 遠位部 1 
基節骨 L? 近位部 1 

寛骨 L 関節目～坐骨・腸骨 1 

寛骨 R 関節目～坐骨腸骨

大腿骨 L 近位骨端破損 1 

大腿骨 R 遠位部 1 

腔骨 L 骨幹部破損 1 

腔骨 R 骨端・骨幹部破損 1 

膝蓋骨 L 1 
中足骨 L 骨幹部破損 1 

中足骨 R 骨幹部破損 1 第 2 4中足骨あり

腫骨 L 完存 1 

距骨 L 完存 1 
躍骨 R 遠位部 1 

距骨 R 1 

足根骨 L 3 

足根骨 R 5 
基節骨 近位部 1 

表4 1区11号土坑出土 ウマ歯計測表（mm)
歯種 左右 長さ 最大幅 歯種 左右 長さ 前幅 後幅

P2 L 38.9 21.7 P2 L 31.1 13.7 

P3 L 25.8 25.3 P3 L 26.1 14.9 14.4 

P4 L 24.0 25.5 P4 L 25.5 15.0 15.3 

Ml L 22.2 25.5 Ml L 22.0 14.2 12.5 

M2 L 22.2 23.5 M2 L 24.1 13.4 12.1 

上顎歯
M3 L 27.0 21.9 

下顎歯
M3 L 31.2 11.5 

P2 R 38.0 21.9 P2 R 30.3 13.5 

P3 R 26.4 25.3 P3 R 25.7 13.7 14.2 

P4 R 24.0 24.9 P4 R 24.6 15.0 14.6 

Ml R 21.4 24.6 Ml R 21.7 14.4 12.7 

M2 R 22.1 23.9 M2 R 23.3 13.6 11.8 

M3 R 26.1 22.1 M3 R 31.7 11.7 

注： pは前日歯、 Mは後臼歯、数字は歯の順番を示す。
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写真 1 イノシシ

1：上顎骨（幼獣） 2：上顎骨 （成獣） 3：後頭部 4：頚椎 5：尺骨 6：腔骨近位部（若獣） 7：腔

骨遠位部 8：寛骨 9・10：下顎骨 （雌獣）

( 1・6・7・9は左側、 2・5・8・9は右慣IJ。幼獣・若獣の記載がないものは成獣）
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写真2 シカ

1・2：下顎骨 3：頚椎 4：肩甲骨 5・6：中足骨 7：距骨 8・9：基節骨 10・11：中節骨

12：頭骨と角突起 13：鹿角 14：落角

( 1・4は左側、 2・5・7・12は右側）
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写真3 ウマ（ 1区 11号土坑）

1：左右上顎骨 2：左側下顎骨 3a・b：右側下顎骨
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写真4 ウマ（ 1区 11号土坑）

1：第 1頚椎 2：第2頚椎 3：肩甲骨 4：上腕骨 5：榛骨 6：大腿骨 7：腔骨 8：寛骨

9：中足骨 10：中手骨遠位部 11：躍骨 12：距骨

( 1・2・10以外は左側）
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写真5 魚類 （1～ 6）・鳥類・晴乳類・ヒト （10～ 12)

1～3：クロダイ前上顎 4：クロダイ歯骨 5：タイ類関節骨（角骨） 6：スズキ歯骨 7：ツル類烏口骨 8 

アナグマ尺骨 9：イヌ上顎骨 10～ 12：ヒト頭蓋骨

( 1・2・4～9は左側、 3は右側）
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写真図版



坂田台山古墳群 p L 

1号住居跡全景 （南西から） 1号住居跡遺物出土状況 （南西から）

1号・ 2号溝跡全景 （東から） 1号土坑 （陥し穴）全景 （東から）

2号土坑全景 （北から） 3号土坑全景 （西から）

屋敷付古墳調査前全景 （北から） 1号墳周溝全景 （北から）



PL. 2 下坂田中台遺跡 ・下坂田貝塚 1区

1号住居跡全景 （南東から） 1号住居跡カマド （南東から）

2号住居跡全景 （北西から） 2号住居跡臼玉出土状況 （北東から）

3号住居跡全景 （南東から） 3号住居跡遺物出土状況 （北東から）

4号住居跡全景 （南東から） 4号住居跡遺物出土状況 （西から）



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 PL. 3 

5号住居跡全景 （南東から） 5号住居跡遺物出土状況 （東から）

6号住居跡全景 （南東から） 6号住居跡遺物出土状況 （南東から）

7号住居跡全景 （南西から） 7号住居跡遺物出土状況 （南東から）

8号住居跡全景 （北西から） 8号住居跡遺物出土状況 （北西から）



PL. 4 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

9号住居跡全景 （北西から） 10号住居跡全景 （北西から）

11号住居跡全景 （南東から） 11号住居跡遺物出土状況 （南から）

13号住居跡全景 （南から） 13号住居跡遺物出土状況 （南から）

13号住居跡土製模造鏡出土状況 （南から） 14号住居跡全景 （南西から）



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 PL. 5 

14号住居跡石製模造品出土状況 （西から） 2号溝跡遺物出土状況 （南から）

6号溝跡全景 （東から） 7・8・10号溝跡全景 （東から）

9号溝跡硬化面検出状況 （南西から） 12号溝跡 （堀跡）全景 （南東から）

13号溝跡全景 （東から） 11号土坑馬骨出土状況 （北から）



PL. 6 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

24号土坑 （陥し穴）全景 （南から） 25号土坑注口土器出土状況 （北から）

1号建物跡検出状況 （南から） 1号井戸跡全景 （北から）

地点貝塚検出状況 （南東から） 20～23号ピッ ト全景 （南東から）

1区南側東西路線全景 （西から） 1区北側東西路線全景 （東から）



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚2区 PL . 7 

1号住居跡全景 （西から） 2号住居跡全景 （西から）

1号溝跡全景 （南から） 2号溝跡全景 （南東から）

1号土坑セクション （南から） 2号土坑セクション （南から）

3号土坑全景 （西から） 2区全景 （南西から）



PL. 8 坂田台山古墳群 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

坂田台山古墳群

1土 l

1 住 2

l土 3

I住－ 1

l士 2

l土 4

l住－3

遺外－ 2 遣外－ 3

遣外－ 1

遺外－5

遣外 6 

遺外－4

遺外－7 遣外－8

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚1区

l住－5

l住－ 6



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 PL . 9 

1住－10

l住－11



PL .10 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 P L .11 

2住 l
2住 2

2住－3

2住－7

2住－ 8 2住－9

2住 4

2住－5

2住－6
2住－10 2住－11

3住 4
3住－ 1

3住－3

3住－ 2

3住－ 6

3住－ 5

4住－ 1 5住－ 1

4住－ 2

5住 2

4住－3

4住 4 5住－4



PL .12 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

6住－ 1

6住－2

6住－ 3

6住－4 6住－5

7住 l

8住－2

81主 l
7住－ 2

8住－3

8住 5
8住－6

8住－4



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 PL .13 

11住 l

11住－3

13住 l 13住－ 2 13住－ 3



PL .14 下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

14住－ 1

13住 4 13住－5

14住－ 2 14住－3

‘ 14住－ 4

13住－6 14住－5

14住 6 14住－ 7

3溝－ 1
5溝－ 1 5溝－2

51義一3

2溝－ 1
21蒋－3

81奔－ 1

9溝－ 1 9溝－ 2

2溝－ 2 12溝－ 1 12溝－ 2

12溝－ 3
12溝－5

12溝－4



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 PL .15 

13溝－ 1 13溝－ 3 13溝－4

~雨明司・

議長経＇~－ .11

13溝－ 2

9土－2
16溝－ 1 16溝－ 2

11土 l

11土 2

9土 3

13土－3

13土←l



PL .16 

15土 l

15土一7
15土－8

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

15土－2

15土－ 3

際援襲警ムヒ
似午；；：？？：後J
怯」...；.＇.. . t- ... 

15土 4

23土 1

15土－ 5

15土－6

16土 2

23土－2



下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区 P L .17 

25士 l

25土 2

25土 4

25土 5

25土－6 25土 7

26土－ 1

25土 3

27土－ 1 27土 3

27土 2



PL .18 

l井 l

下坂田中台遺跡・下坂田貝塚 1区

l井 2

l井 5

l井 7

遺外－ 1

1貝 l

I貝 2

p 1 

2貝 1

2貝 3

p 2 

p 3 

2貝 4

口
OP

A
 

2貝 2

遺外－3

p 4 

2貝－5

2貝－6

に
dP

A
 

FLO 
Pム

P-9 

2貝 7 2貝 8

遣外－ 5

遣外－4
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コード
所収遺跡、名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

坂さか田ただ台いや山ま古ニふ墳んぐ群ん

土浦市下坂田
008 36° 140° 2011.12.14 

下坂田中台遺跡 465 005 06' 10' 2,760ぱ
畑地帯総合

～ 

下しも坂さか田たか員いづ塚か
1467番地外

006 31" 05" 2012.03.21 
整備事業

所収遺跡名 種55U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文
竪穴住居跡 1軒 縄鍛文）土器 ・石器 （打製石
土坑 3基

縄文時代中期後葉の遺

坂田台山古墳群
集落

古墳 周溝 1基
縄文土器 －土師器 ・陶磁 構を確認。

古墳 器 屋敷付古墳の周溝は撹

溝跡 l条
乱の影響が著しい。

中 －近世
道路状遺構 l条

縄文土器 ・陶磁器

縄文土器・土製品（土偶・縄文時代中期中葉～晩

竪穴住居跡？ 3軒
腕斧貝土石輪器鍛）製片品骨土錘打角（版）貝製製ー石輪土石品斧）器器貝（片ヤ磨（打円ス獣製盤製） 骨石

期前葉までの遺構を確

縄文 土坑 36基 認。地点員塚は後期前

地点貝塚 2ヶ所 葉～中葉にかけて形成

されたとみられる。晩
住骨

期前葉においては円筒

土師器・土製品 （紡錘車・形の深い土坑を確認し
古墳 竪穴住居跡 11軒 模造鏡）－石製品紡錘車・ており、覆土中から完

臼玉 ・模造品）
形の注口土器や、大量

集目塚落
竪穴住居跡 2軒 の貝 ・獣骨等を確認。

下坂田中台遺跡 奈良 ・平安 溝跡 2条 土師器 ・須恵器 古墳時代の住居跡は前
下坂田貝塚 城館 土坑 l基

期から後期までを確

掘立柱建物跡？ l棟 認。1区13号住居跡

溝跡 11条 からは土製の模造鏡が
堀跡 2条 出土している。

中世
道路状遺構 2条 かわらけ ・土師質土器

中世期における堀跡は土坑 3基 （鍋・茶釜）・陶 器 査 斐）
地下式坑 l基 館跡、もしくは牧に関
馬埋納土坑 l基 連するものとみられ
井戸跡 l基

る。また、馬の埋納土

溝跡 l条
泥面子

坑を l基、堀跡に隣接
近世

井戸跡？ l基 して確認している。
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